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    プロローグ

    　

    北方の辺境を治めるレダ・バクラムは、整備が行き届かない領内を馬車で揺られながら帰路についていた。

    私邸のある高台からいくらも距離はないというのに、迂回、迂回の連続。馬車はひどく揺れるし、昨日は通れた道が朝には通れなくなっていることも珍しくない。整備に手を回して、領民らの暮らしをもっと豊かにしてやりたいとは思うが、いかんせん辺境の地。資金には限りがあり、レダ一人ではとてもどうにかできることではなかった。なにより、レダはこの大自然の領地を気に入っている。

    流れの剣士をしていたころ、大怪我をしてここの領主に救われて以来、貧しいながらも質素に暮らすすべを覚えたし、金がないことが恥ではないとも教わった。

    人には優しくありなさい、自分には厳しくしなさい、というのが領主の口癖で、まだ若かったレダには難しい言葉だった。やがて領主が養父となり、バクラム領をレダが継ぐことになって、はじめてその言葉の意味が理解できたように思う。

    そんなことを思い出しながら、レダは眉間を揉んでふっと息を吐く。

    今日、視察に出かけた南部の町はいろいろと手を加えたほうがいいだろう。崩れかけた崖道が散見されるようでは住民も不安だ。バクラム領と南で隣接している領地はここよりも豊かで潤っていると聞く。領主はたしか、爵位すら持たない商人だったはずだ。領内で金を生み出すすべを心得ているのだろうし、それを回す力もある。

    「うちは自給自足が精一杯か」

    呟いてみても、一人きりの馬車では返事もない。

    小さく貧しい辺境領では、声を大にして訴えても王都まで届かない。どこかの息女のように、王太子と噂されるような娘も領地にはいない。今年の納税もぎりぎりくらい。

    「来年の豊穣祭はもっとがんばらないとな」

    領民が楽しみにしているこの地の祭りは、珍しく人が集まる唯一の行事だ。今年は少し前に終わってしまったが、豊穣祈願しながらねり歩くパレードは、毎年領民が手作りしている。地平線まで見える教会広場の絶景は、より美しく見せるために一年でもっとも気合を入れて手入れをする。豊穣祭のあとは、領民総出の後片づけた。今日の仕事も、視察という名目で雑用を手伝いにいったのだ。

    明日は東の町へいかなければ。明後日はもう一度南へ回ったほうがいいだろう。

    あれこれと考えていると、馬車がふいに停車した。

    「どうかしたのか？」

    怪訝に思って御者に声をかけると、御者は慌てて馬車を降りて扉を開いた。

    「旦那様、崖崩れが起きたようです」

    「なんだって？」

    レダは馬車から降りて、崩落した瓦礫がれきの傍へと近づいた。

    「これはまたずいぶんと派手に崩れたね」

    「少し遠回りになりますが、引き返してよろしいですか？」

    私邸はもうすぐなのだが、迂回を続けてきたせいでこの崖路しか残っていない。帰るためにはだいぶ引き返さないといけないだろう。それも珍しいことではない。だからレダも困ったように笑って「そうしようか」と口にできた。

    レダが馬車へ引き返すと、御者はすぐに馬車を走らせる準備をする。いつもならのんびりと再び進むのを待つだけなのだが、そのときはなぜか妙な胸騒ぎを覚えた。

    「……君。この崩落で巻き込まれた人はいないのだろうか？」

    御者へ聞こえるように声をかけると、「分かりませんが、領民は慣れているのではないでしょうか」と返された。レダですら、いつものことと踵を返すくらいだ。もちろん慣れてはいるだろうが――。

    「すまない、少しだけ待ってくれ」

    万一ということもある。

    レダはもう一度馬車を降りて、崩れた崖に近づいた。あたりはすでに陽が落ちているからはっきりと見えるわけではないが、御者が明かりを灯すと、視界はなんとか確保できた。

    ぐるりと見まわした。いつもの崖崩れのように見えるが、胸騒ぎは消えず、不安ばかりが募る。瓦礫をひとつ、ふたつと取り除いていく。御者もそれに倣って足元から瓦礫を退けていたが、「旦那様、そろそろいきましょう」と特段変わったところがないことを告げた。

    「そうだね。戻ったら土砂を撤去できるように手配しよう」

    杞憂だったと背を向けた直後だった。

    「……なんだ？　なにか聞こえないか？」

    なにかが聞こえた気がしたのだ。

    足を止めるレダに、御者も耳を澄ませた。

    「……いえ、なにも聞こえませんが」

    再び足を進め始めるレダを引きとめるように、またなにか――今度は声らしきものが聞き取れたのだ。

    「いや……なにか……だれかいるのではないのかな」

    ふと瓦礫の山を見つめて、はっとする。

    「手伝ってくれ」

    「旦那様!?」

    レダはすぐに瓦礫を取り除いていく。

    声は、きっとこの下から聞こえているのだ。やってきた人の気配を察して、生きるための本能でレダを呼んでいる気がしてならなかった。

    一心不乱に瓦礫をかき分けていくと、下から人らしきものが見える。

    「だれかいる。手伝ってくれ！」

    　爪が割れて血が滲むのもかまわずに、土砂に押し潰されそうになりながら助けを求めて呻く人を引きずり出す。若い娘だ。亜麻色の長い髪は血でべったりと汚れて、顔は青白く生気がない。

    「君！　大丈夫か!?」

    生きることを諦めるな――。

    祈る思いで声をかけると、娘は弱々しいながらにも反応を示した。わずかに開いた瞳が、声を追いかけるようにレダの姿を探している。手を伸ばし、助けてほしいと言わんばかりに空を掴んだ。

    「大丈夫だ。もう少しだけがんばれ」

    手をぎゅっと握りしめると、娘は薄っすらと微笑んだあと、意識を失った。

    「すぐに主治医殿のところへ向かってくれ」

    「承知いたしました」

    ぐったりとする娘を抱き上げて、馬車へと駆け込む。

    領内で医者はたった一人しかおらず、レダの苛立ちは募っていく。もしも、王都のように恵まれた場所であったなら、民家に駆け込むだけでなにかしらの処置ができたかもしれない。医者の元へ辿りつくのに、馬車を全速で飛ばす必要もないだろう。

    「生きてくれよ……」

    少しでも揺れを軽減するために、娘の身体を抱きしめる。ほっそりとした、頼りない肢体だ。領民ではないだろう。外から来たのなら、なぜこんな崖路を通ったのか。こんなに若い娘が、なぜ……。

    さまざまな疑問符が浮かんでは消えていく間にも、馬車は主治医の家の門扉をくぐり、予期せぬ時間の来訪者に主治医が蒼くなって飛び出してきている。事情を話すと、すぐに診察室へと運び込まれ、主治医は最善を尽くして手当てをしてくれた。

    夜も深い時間へと差しかかっていたが、主治医はレダを応接室へと招くと、重く口を開いた。

    「身体の怪我は経過観察が必要ですが、問題はないとお見受けいたしました」

    「そうか……よかった。ありがとう、先生」

    ほっと胸を撫で下ろしたが、主治医の表情はいまだ沈鬱だ。

    「先生？　どうかされましたか？」

    「……頭を強く打っているようで、それが問題です」

    「それも治るのでは……？」

    レダの言葉に、主治医がゆっくりと首を横に振る。

    「もしかしたら、目覚めないかもしれません」

    「……なん……ですって……？　先生、なんとかできるんですよね!?」

    詰め寄って問い直しても、主治医の返事は変わらなかった。

    「目覚める可能性はあるかもしれませんが、難しいでしょう」

    「……っ、なんてことだ……」

    懸命に命をつないだというのに、生きることを諦めなかった結果が目覚めないかもしれないなど――。

    「領主様、どうされますか？」

    「どう、とは……？」

    絶望に打ちひしがれるレダに、主治医はまっすぐな言葉を投げた。

    「ここでお預かりしてもかまいません。身元不明者として相応の治療をしたのちに目覚める兆候がなければ……こちらで相応の処理をいたします」

    「冗談ではありません。申し訳ないですが、僕が引き取らせてもらいます」

    彼女は諦めなかったのだ。たとえ目覚めないのだとしても、生きようとする人を見捨てることはできない。

    そうして、レダは身元も分からない、目覚める可能性も定かではない娘を屋敷へと連れ帰った。屋敷で働く使用人たちはとても心優しい者ばかりだったから、もしかしたら目覚めずに死を迎えるかもしれない娘のことを話すことはできなかった。今夜のことは、レダと近しい者だけの秘密だ。

    　

    その日から、レダの暮らしは変わった。

    いつもは深夜に戻ってくることが多かったが、日付が変わる前に戻るようになり、娘の寝顔に癒されるようになった。きれいに手入れをされていた髪は血で汚れてしまって、惜しみながら切った。

    多少の刺激は必要だと言われて、滑らかな肌に触れてはうっとりする。よくよく見ると、吸い込まれそうなほどの美貌を備えている。人ならざるものを見たら、目を離せずに吸い込まれていくと聞くが、まさにそれだなと笑みを浮かべることも多くなった。

    そうして、半年が過ぎ、一年が巡ったころ。

    忙しい豊穣祭の時期をようやく終えたレダが屋敷に戻ると、娘は待っていたかのように瞼を持ち上げた。ぼんやりと焦点の定まらない青い瞳で周囲を見まわし、レダを見つけるとそっと微笑んで見せたのだ。レダは矢も楯もたまらずに主治医の元へ駆け出して、引きずるように連れてきた様子を使用人は驚いた様子で見つめていたほどだった。

    そして、主治医は言ったのだ。「奇跡です」と。

    すぐに彼女の身元を尋ねて帰る支度をしてやらなければ。その前に使用人たちに事情を話して、美味いものを食べさせて、可愛らしいドレスを用意して――。

    あれも、これもと考えていると、娘がそっとレダの手に自らの手を重ねてきた。はっと我に返って、少し恥ずかしく思いながらも娘に向けて柔らかく微笑む。

    「おはよう。気分はどうかな」

    しばらく間があって、こくりと頷く娘に、ほっと胸を撫で下ろした。

    「僕はレダ・バクラム。このあたりの領主をしている。君の名前を聞いてもいいかな？」

    娘はじっとレダを見つめたあと、一度視線を外して考え込んだ。しばらくすると、大きな瞳が潤み始めてぎょっとする。

    「ど、どうかしたのかい……？」

    慌てて娘の顔を覗き込むと、彼女はぎゅうっとレダの腕を掴んだ。

    「どこか痛むのかい？」

    首を横に振る娘に困惑をしていると、ぽつりと鈴を鳴らすような声音が零れ落ちた。

    「……わたしは、だれ……？」

    

    　

    　

    　　　一

    　

    「エルジェリーラ」

    その名前を呼ぶことが好きだった。天使のような、と評される美貌の持ち主に似合う、美しい名前。

    エルジェリーラは穏やかな笑みを浮かべて「はい、ノヴァール様」と差し出した手を取る。

    そんな愛しい時間がずっと続き、終わることなく繰り返されていくことを切に願ってやまなかった。

    　

    「教会広場ですか？」

    馬車に揺られながら、行き先を告げるとエルジェリーラはきょとんとした顔で隣に座るノヴァールを見た。

    「豊穣祭が行われるんだけど、それは素晴らしいものらしくてね」

    国内北部で行われる祭りだったが、その評判は上々で、遠路はるばる国外からも見物客が訪れるというのだから、はじめて聞いたときは驚いたものだ。

    「美しい景色の中、手作りのパレードとか、露店が出て賑わうそうだ」

    豊穣祭というくらいだから、本来は神々のための儀式なのだろうし、豊作祈願をするものだろうが、今や三日間かけて騒ぐものという認識がされているとも聞いた。

    「楽しそうですね、それは」

    エルジェリーラが小さく微笑んだ。

    揺れる馬車の、二人きりしかいない空間で、そっと唇を触れ合わせる。愛しくて、可愛らしい恋人に触れ合えるのは、人目のないときだけだ。周囲があれこれと口うるさく言う。それを気にしてエルジェリーラも触れ合うことを躊躇する。彼女を困らせたくなくて、ノヴァールも耐えてはいるが、少女から大人の女性へと成長するにつれて美しくなる恋人を見ていると、さすがにそろそろ限界かな、と思うこともあった。

    エルジェリーラを腕の中にぎゅっと閉じ込めて、深呼吸をする。

    「でも、王太子様がそんな場所へいって大丈夫なのですか？」

    「……ん？　どうかな。人が多いなら大丈夫だと思うけど」

    腕の中から疑わし気に見つめられ、ノヴァールは曖昧に笑った。

    「また、臣下の方たちに黙って来たんですね？」

    「またって、私はそんなにしょっちゅう城を抜け出してない」

    唇を尖らせて「どうでしょう？」とむくれる恋人に、たまらずもう一度キスをする。

    「ノヴァール様、ごまかさないでください」

    「出かける、なんていったら護衛兵が何人来ると思ってる？」

    「殿下になにかあってはと心配しているだけですよ。お気の毒です」

    王族は王城を抜け出してはいけない決まりだ。特にノヴァールは、一族に男子が恵まれなかったこともあり、ことさら大事にされている。『万一』があってはいけないと、やむをえない外出のときには護衛兵をずらりと引き連れるしかなく、買い物すら満足にさせてもらえないのだ。

    人の多い祭りにいくなどと言えば、どうなったことかしれない。

    「……じゃあ、別々の馬車で護衛に厳重警備をされて、近づくこともできないようなデートをしたかったのか？」

    ここまで臣下の肩を持っていたエルジェリーラだったが、ぐっと押し黙った。そして、頬を赤く染めて「それは嫌です」とぽそりと漏らす。

    「ノヴァール様を独り占めしたいです」

    ぎゅうっと抱きついてくる恋人が、いちいち可愛くてたまらない。

    商人の家に生まれたエルジェリーラは、王太子であるノヴァールとはどうしても身分が違ってしまう。結婚の適齢期を迎えた王太子の元には、国内はもちろん、近隣諸国からも縁談が来る。それを知っているから、エルジェリーラは初めこそノヴァールの告白を拒んでいたのだが、根負けをしたのか、やがて首を縦に振って応じてくれた。

    一年越しの求愛をようやく受け入れてもらえたのだ。手放したりするものか。

    エルジェリーラのほっそりとした身体を抱き返して、「私もだよ」と囁くと、彼女は見る間に火を噴きそうなくらいに真っ赤になってしまう。

    「愛してるよ、エルジェリーラ」

    馬車が停車するまで、数えきれないほどの睦言を交わし、御者から到着したと声をかけられても、外の喧騒に出ていくのがもったいないと思うほど、甘やかな時間を過ごした。

    もう一度御者から声がかかると、諦めたようにノヴァールは帽子をかぶって外へと出る。

    「ノヴァール様、やっぱり見つかってしまいますよ」

    多くの民が身につける服は粗末な木綿。それに倣ってノヴァールも木綿のシャツを着て、同じ素材のパンツをはいている。顔は帽子を目深にかぶればほとんど見えない。

    不安そうな顔をするエルジェリーラに「気にしすぎだよ」と笑う。

    「ほかの人たちと比べてもさほど変わらない」

    「そうでしょうか……」

    大丈夫、とエルジェリーラの手を取って人込みに紛れ込み、ときどき押し潰されそうになりながら広場を横断していく。

    時間は、日暮れ少し前。広場には人が大勢集まって、歌って踊って楽しげに過ごしていたが、それらを尻目に、さらに奥にある教会の前へやってくる。そこは、広場の喧騒が嘘に思えるくらい閑散としていた。

    地平線まで見通せる、教会の西側。

    「いい時間だ。エルジェリーラ、向こうを見ていて」

    太陽が赤みを増して大地に降り立つような錯覚を覚える景色が広がっていく。ゆっくりと、溶け落ちるように太陽が沈み始めると、薄暗くなった夜空に花火が打ちあがった。ひとつ、ふたつと音を立てて花開いて散る。

    「……きれい……」

    エルジェリーラから漏れ出た言葉に目を向けると、うっとりと見惚れる横顔があった。

    「ノヴァール様、とってもきれいです。こんな景色が見られるなんて……ありがとうございま、す――」

    高揚しながらも振り向いたエルジェリーラの唇に、そっとキスを落とした。

    「こんなに素敵な君を見られたんだ、礼を言うのは私のほうだ」

    抱きしめると、彼女は恥ずかしそうに俯いてしまう。

    この人を一生守っていきたい――。

    「エルジェリーラ。……私と、結婚をしてほしい」

    「ノヴァール様……」

    「必ず君を守り抜くと誓う。だから……次の君の誕生日に婚約を発表させてほしい。一緒に、生きてくれないか」

    はじめて彼女に想いを伝えたとき以上の緊張だ。もしかしたら、良い返事は聞けないかもしれない。それでも、何度でも説得をすればいい。そう、思っていたのだが。

    「……エルジェリーラ……？　ど、どうかした？」

    目の前で大粒の涙をこぼされるとは思っていなかった。

    「泣くほど嫌だった、とか……？」

    「いいえ。……いいえ、ノヴァール様。うれしい……です」

    ふるふると首を横に振って涙を拭ったエルジェリーラは、逸らすことのできないまっすぐな目でノヴァールを見上げる。

    「ずっと、ずっとお慕いしています。ノヴァール様のお傍にいさせてください」

    この瞬間が、未来まで続くように――。

    そう祈りながら、二人の身体は自然と引き寄せられて抱き合った。けれど、その抱擁は長くは続かなかった。

    「殿下!?」

    ぎょっとした様子の声がノヴァールの名を呼ぶ。声の主を探すと、兵団の制服を着た男が一人。そして、男の声に触発されて広場に集まっていた人びとの視線も一身に降り注ぐ。

    「まずい、逃げよう！」

    「えっ、ノヴァール様!?」

    エルジェリーラの手を引いて、走り出す。

    「城から警備の手伝いに来ている兵士だ。さすがに彼らはごまかしきれない」

    必死で兵士らの追跡から逃れていると、エルジェリーラはおかしそうにくすくすと笑いだした。

    「おかしかった？」

    「はい、ノヴァール様があんまりにも必死に逃げてらっしゃるから……ふふっ」

    彼女の笑顔は、心からノヴァールを幸せにしてくれる。

    これからもずっと、彼女がいれば幸せだと……信じていた。

    　

    「エルジェリーラ……」

    呼吸が止まったかと思う一瞬のあと、ノヴァールは薄暗い寝室で目覚めた。

    「またあの日の夢か……」

    豊穣祭のころ。幸福だったころの夢ばかりを見る。エルジェリーラがいなくなって二年が過ぎようとしていた。

    ぐっしょりと汗で濡れたシャツを脱ぎ捨てて、少し早いが早朝からの会議の支度を始める。

    彼女は今、どこにいるのだろうか。

    こんなにも寂しい毎日は辛すぎて、魂が抜けてしまったようだった。今日の会議ではエルジェリーラの消息についての報告があがってくるはずだ。

    思い至って、ノヴァールは落ち着きなく会議室へと向かった。時刻は日の出少しすぎ。顔をそろえた重臣らから、定例の報告を受けたあと、ノヴァールは捜索の進捗について尋ねた。

    皆の表情が一様に暗くなり、押し黙ってしまう。

    「どうした？　エルジェリーラの捜索についてどこまで進んでいるのかを聞いているんだ」

    「殿下、恐れながら申し上げます」

    重臣のうち、初老の男が口を開いた。

    「エルジェリーラ様が行方不明になられて二年。さすがにもう、国内は探し尽くしました。依然消息は掴めず、われわれではこれが限界かと……」

    「探し方が甘いんじゃないのか？」

    ぴしゃりと臣下の言葉を退ける。

    少しでも迷いを見せれば、彼らは捜索を早々に打ち切ってしまうだろう。

    「しかし、同乗されていたご夫妻はお亡くなりになられております。エルジェリーラ様も……」

    「夫妻が見つかったのは河口付近だったな。捜索の範囲は広げたのか？」

    「もちろんです。しかし発見には至らず」

    豊穣祭のあの日、ノヴァールはエルジェリーラとの婚約を固く誓った。

    正式に発表するにあたり、お互いの両親や、重臣らを説得して回り、ようやく承認を得たのだ。しかし、発表当日、エルジェリーラは姿を見せなかった。夫妻も来ず、そんなに嫌だったのかと気落ちしたノヴァールの元へある報せがもたらされた。エルジェリーラの両親の遺体が、王都西部の河口付近で見つかったと言うのだ。しかし、見つかったのは夫妻だけで、エルジェリーラの姿はなかった。

    婚約発表の折だ、彼女は両親と王宮へ来る予定だった。ならば、本人だけがいないなど、ありえない。事件に巻き込まれたのか、事故に遭遇したのか。あらゆる手を尽くして調べたが、なにひとつ情報がない。

    「もう一度捜索をやり直せ。しらみつぶしに国中の家屋をあたり、近隣国へも人を出して――」

    「申し訳ございません、殿下」

    捜索の命令を出すノヴァールの言葉を遮って、臣下が頭を垂れる。

    「もう、捜索は打ち切るべきと、皆判断をしております」

    「……っ！」

    唇を血が滲むほど噛みしめた。諦めろと人は言う。もう無駄なのだと臣下が声を潜める。

    分かっている。もう、引き下がるべきなのだ。それでも、割り切れない気持ちのまま前には進めない。

    ダンっ、と机を打ってノヴァールは席を立った。

    「もういい。私が自ら探しにいく」

    「なにをおっしゃっておられるのですか。崇高なる王族方は王宮から出ることは禁じられております」

    崇高な王族――？

    国を守るために閉じ込めておきたいだけの理由にしてはずいぶんと立派だ。

    「禁を犯されれば、殿下といえども兵団が取り押さえて――」

    「好きなようにしろ。惚れた女のことで罰せられるなら本望だ」

    ノヴァールは王宮をあとにした。

    　

    　　　＊

    　

    王都を飛び出してきたノヴァールは、質素な服と顔を隠すための帽子を調達してからエルジェリーラの捜索を始めた。

    民家を尋ね、店を見まわし、たまに巡回していた兵士らに見つかって追い回される。そんな日々をひと月ほど繰り返して、王都から町をふたつほど抜けたところで、ようやく捜索の手が緩んだ気がした。

    宿に入って、久しぶりにぐっすりと眠って目覚めた、朝。

    外は活気に満ちた声が溢れていた。『その飾りは通り一本向こうだ』とか、『入り口の看板がついに壊れた』とか、『食材が足りない』といった声があちこちから聞こえてくる。

    いったい何事かと思って宿の部屋から外を覗き見ると、人びとがせわしなく目の前の通りを行き来していた。食事を用意してくれた宿の従業員に尋ねると、「もうじき豊穣祭ですからねぇ」と満面の笑みで言われ、ああ、と頷く。

    （そうか……そんな時期か……）

    教会広場から見える景色の美しい、北部領地――バクラム領。ここの領主は代替わりをしてから王宮に姿を見せることがなくなり、遣いを寄越すだけとなっていた。

    なにひとつ問題を起こさない領主で、領民からも信頼をされていると聞いているが、先代の養子ということで、やれ身分だ、やれ血筋だ、伝統だという貴族らからは軽んじられている。

    もっとも、ノヴァールにしてみれば、血筋や伝統などはどうでもいい。よく治め、民を幸せにできるなら、それでいい。現に、通りを走り回る領民はだれもが笑顔を咲かせ、楽しそうだ。

    そんな彼らを見て、ノヴァールもまた満足そうな笑みを浮かべて宿を出た。

    実際に間近で感じてみると、町は活気に溢れ、人びとが生き生きとしている。

    （本当に、素晴らしい領主に統治されているのだろうな……）

    いったいどんな人物なのだろうか。ぜひ一度会ってみたい。

    「やっぱり地味じゃないかな。僕はフリルのワンピースのほうが……」

    「あれは可愛すぎるわ。それにこの帽子には似合わないもの」

    「帽子を変えればいいんじゃない？　買ってあげるよ」

    「レダ。そんな贅沢ばかり、だめよ」

    「せっかくの祭りなんだから、多少飾ってもいいと思うけど」

    わいわいと騒がしい通りで、そんな会話が耳に入った。他愛もない会話のはずなのに、聞き逃せない声にはっとした。

    通りの中央側にハットをかぶって、スーツを着込んだ身なりのよさそうな男。その隣、通りの店側にはツバの広い帽子をかぶった女性が歩いていた。

    「――……っ」

    肩ほどまでの亜麻色の髪に、大きな青い目をした若い娘が目の前を通り過ぎていく。風に攫われそうになる帽子を押さえながら、身なりのいい男を見上げて、笑顔を咲かせて――。

    そのとき、ノヴァールは雷に打たれたかのような衝撃を受けた。心臓はたしかに止まっただろうし、息もできなくなってしまった。煩いくらいの喧騒が消えて、無音が広がっていく。

    幻ではないのかと、目を疑った。

    少女のようなあどけなさを残しながらも、淑女のような艶やかな美しさを併せ持つ女性が一瞬、宿屋の前で立ちすくむノヴァールを見つめ……。

    「あ……っ」

    帽子が風に攫われてしまった。

    呼吸を忘れてその様子を見守っていたが、足元に帽子が落ちると、思い出したように空気を吸い込んだ。

    帽子を拾い上げると、女性は「すみません」とノヴァールへと駆け寄ってくる。返してほしそうに手をもじもじとさせて、困ったように見上げてくる青い瞳。

    「……エルジェリーラ……っ」

    「きゃっ」

    がばりと女性を抱きしめた。

    エルジェリーラだ。間違いない。

    何度夢に見たか。恋しくて枕を涙で濡らしたことか。

    見間違えるはずがない。ようやく見つけた――。

    「なっ、えっ、は……離してくださいっ」

    そう思ったのに、彼女は困ったように腕の中で身を捩る。

    「エルジェリーラ……？　私が分からないのか……？」

    「ぞ、存じ上げないと思いますっ」

    顔を真っ赤にして、彼女はぐいと腕を突っ張ってノヴァールから懸命に距離を取った。それと同時に、彼女の身体が無理やり引き剥がされる。

    「なにか用かな？　僕が聞くけど？」

    連れの男がノヴァールを射抜くように見下ろしながら、エルジェリーラを背後に隠した。

    「……モニカ、知り合いかい？」

    「い、いいえ。たぶん知らない方……」

    目の前が真っ暗になっていく。その会話ですべてが否定をされたのだ。

    女性はモニカという名前であること。ノヴァールとは面識がないこと。男は彼女に近しい人であること。

    （エルジェリーラじゃない……？）

    これほど似ていて、見間違えるはずもないのに、別人だなんて――。

    「……と、いうことだそうだけど、君はなんの権利があって彼女に抱きついたのかな？」

    それは、彼女がエルジェリーラだからだ。恋人を抱きしめるのはおかしなことではないはず。そう思ったが、他人の空似だというのか。

    男の背後から顔をちらりと見せる女性をまじまじと見つめる。

    別人とは思えない。エルジェリーラでないのなら、ほかにだれだというのか。

    しかし――。

    「君、答えたまえ」

    不機嫌そうな男の声にかぶりを振った。

    「すみません。人違いをしたようです」

    「……人違いで女性に抱きつくなど、不躾にもほどがあるよ」

    「本当に、申し訳ない。恋人にとてもよく似ていたので……」

    「警備に来ている兵士に突き出してもかまわないんだよ？」

    それはいろいろとまずい。とにかく今は、この男に許しを得るしかない。

    「レダ、やめて。間違いなんてだれにでもあることよ」

    頭を下げていたノヴァールを庇うように、細い声が男を制した。

    「だけど……」

    「間違えたとおっしゃっているし、謝ってもいらっしゃるわ。全部問い詰めようとするのはレダの悪い癖よ」

    むっと唇を尖らせた女性に、男は「うーん」と唸ったあと。

    「……分かったよ、モニカ」

    男は不承不承の様子だったが、どうやら彼女には敵わないらしい。

    「僕はレダ・バクラムだ。あまり問題を起こさないでくれよ」

    悪戯っぽく微笑んだ男は、ノヴァールの知る男のだれよりも端正な顔立ちをしていて、妖艶だった。たしか、先代領主の養子は大層な美貌の持ち主だと聞いていたが、なるほど納得のできる話だ。

    （この男が、現バクラム領主か……）

    人好きしそうな笑顔に、生真面目そうな性格がうかがえる。

    「わたしはモニカといいます。あなたのお名前をお聞きしてもいいですか？」

    「え、名前？」

    「見ず知らずの他人だからレダは怒っているのよ。お名前を聞けばお知り合い……ね？」

    もちろんレダは首を横に振っていたが、彼女はかまわずにノヴァールへ期待の眼差しを向けた。愛した人とそっくりな面差しで見つめられると、とても勝てる気がしない。

    「……ジェットといいます」

    仕方なく偽名を名乗る。相手が領主なら本当の名を明かすわけにはいかない。それこそ、警備兵に突き出されてしまう。

    「今度は恋人さんを間違えてはいけませんよ、ジェットさん」

    花が咲くように笑う人だ。

    「ええ、気をつけます」

    帽子を返すと、「またね」と彼らは立ち去っていく。

    胸の内側が波立っていく。屈託なく向けられた笑顔も、拗ねたような表情も、エルジェリーラに間違いはないのだ。しかし……どういうことだろう。

    梢を鳴らすようにざわついて止まらない。掻き毟りたくなるほどの衝動のまま、ノヴァールは二人を――彼女を目で追った。

    「っ……」

    青い瞳とかち合う。

    彼女もノヴァールを振り返っていた。

    見つめ合ったのは一瞬。

    そしてその一瞬に、恋へと引き落とされていた。

    

    　

    　

    　　　二

    　

    目を閉じると、瞼の裏に町で出会った青年の顔が浮かぶ。

    （こんなにも強烈に印象に残る方ははじめて……）

    レダの美貌は、毎日見ていても飽きない。でも、あの青年はそういったものとは違う、懐かしさや安心感、いとおしさが溢れて引き寄せられていく感覚だ。

    「モニカ、豊穣祭当日の服だけど、どっちがいい？」

    メイドを連れて部屋にやってきたレダが「どうしたの？」ともう一度尋ねるまで、ずっとあの人のことを考えていた。

    「え……？」

    「なんだかぼんやりしてるね。疲れた？」

    「ううん、大丈夫よ。それより、なんだったかしら」

    大きな箱をテーブルに置いて、レダは中身を取り出しながら笑う。

    「豊穣祭に着ていく服を、と思ったんだけど……人混みは疲れたかな」

    「そうじゃないんだけど……少し頭が痛いなって」

    「そう……。今日は早く休んだほうがいいね」

    彼女にとっての頭痛は、事故に巻き込まれて、記憶を失ったゆえの後遺症のようなもの。

    二年前から昔のことはまるで思い出せないまま、レダに『モニカ』という名前を与えられて、彼の傍で暮らしている。

    「……ねえ、レダ。町でお会いしたジェットさんって、わたしのことをご存じなのかしら？」

    もしそうなら、失くした記憶を取り戻すきっかけになるのではないか――？

    けれど、レダは首を横に振った。

    「君は富裕層のご令嬢で間違いはないと思う。でも、あの青年の格好を見ただろう？」

    レダは彼女の身分を、富裕層以上だと断言している。しかし、あの青年は町民らが着るよりも質の粗い衣服を着ていた。

    「おそらく、よほどの寒村の出身か、そうでなければ流れ者じゃないかな。だから、人混みで恋人を見失ったんだと思うよ」

    だから知り合いであるはずがないのだ、と言う。

    レダの断定の根拠は、当時彼女が着ていた衣服や、所作などだ。つまりは憶測。そんな不確かなものにとどまっているのは、彼の性格によるところが大きい。

    富裕層ともなれば、特定は簡単なはずだ。顔を知られていることが多いし、領主ともなればいくらでも情報は集まってくる。しかし、レダは領外とのかかわりをあまり持たないタイプで、領民はとても大事にするのだが、外部の、特に外交面には非常に疎く、必要な責務さえ果たせればいいだろうという考えを持っている。それを咎められたこともないから、別に間違ってはいない、というのが彼の弁。

    だから領地は基本的に自給自足。

    豊穣祭の時期はどうしても人が多くなるから、治安を守るために王都から兵士を借りるそうだが、それ以外は役人とかかわりたくないとまで言っている。

    過去に剣士をしていたことに理由があるそうだが、そこまでを聞くには至っていない。

    レダの言うことは、正しいと思う。記憶のない彼女の感覚は、不安な気持ちを埋めたいだけの妄想かもしれない。

    「そうね……考えすぎたかもしれないわ」

    こくりと頷くと、レダは美しく微笑んだ。

    「モニカ。明日なんだけど、教会広場の視察があるんだ。町中ほど人は多くないから、一緒にいくかい？」

    「い、行っていいの!?」

    レダの傍まで近づいて、ぎゅうっと袖を掴んだ。

    「君は本当にあの広場が好きだね」

    領主邸から北へ進んだ先に、大きな教会がある。その目の前にある広場が彼女のお気に入りだった。自然の形を生かしながら、人びとの憩いの場として存在している。季節によってさまざまに咲く花や、萌える緑。地平線の彼方まで見通せる開けた土地。

    なにより、はじめて訪れたとき、とても懐かしく思ったのだ。デジャヴなどだれにでもあることだが、彼女はまるでなにかで殴られたのでは、と思うような強い衝撃を感じた。

    頭痛はひどくなったし、わけもなく泣きたくなったが、それでも教会広場に連れて行ってもらえると聞くと、うれしくて夜も眠れないくらいにわくわくする。

    「大好き……きれいだし……なんだかとても懐かしいの」

    「そうだね。あそこはとてもきれいな場所だ」

    よしよしと頭を撫でられたあと。

    「楽しみなのは分かるけど、今日は早く休むんだよ」

    レダに釘を刺され、その日は早めにベッドへ入った。

    　

    そして、翌日。

    いつもは静かな教会広場の周辺は、豊穣祭の準備に追われる人で溢れていた。

    「モニカ、僕はちょっと仕事をしてくるよ。このあたりで待っていて」

    それだけを言って、レダは教会へと入っていく。

    （本当に……きれいな場所……）

    初めて来たのは、彼女が大怪我をして目を覚ましたころ。外を歩き回ったほうが刺激になっていいという主治医の助言からだったが、ひどい頭痛に見舞われて、すぐに帰ってしまったのだ。そのときに既視感を覚えた。知っている気がする――。

    その感覚は今も変わらない。美しい景色。地平線の向こうへ沈む赤。隣にはだれかがいたかもしれない。どんな音が聞こえていただろう。

    目を閉じて、記憶の奥底を探ろうとするも、ベールに覆われたようにたどり着けない。

    なぜ、この場所は懐かしいのだろう。なにか理由があるのだろうか。

    「うーん……」

    ひとつ唸ると、隣でくすりとだれかに笑われた。目を向けて、ぼっと顔が熱くなる。

    「あっ、あの、き、昨日、の……！」

    「こんにちは。覚えていてくださいましたか？」

    ジェットと名乗った青年が隣に立っていた。

    「昨日のことですから、忘れたりしませんよ」

    「それはよかった。お一人ですか？」

    「レダはお仕事中です。ご用なら……」

    教会のほうを振り返ったが、レダが出てくる気配はない。

    「いいえ、領主殿ではなく貴女とお話をしたいので」

    隣に腰を下ろして、柔らかに微笑まれると頬が見る間に熱くなっていく。まるで、特別なことを言われたような気がして、両頬を押さえた。

    「真っ赤ですね、モニカさん」

    指摘されれば恥ずかしくてますます顔が熱くなる。

    「あ……えっと、あの、ジェットさんの恋人さんは見つかりましたか？」

    なんとか話の矛先を変える。と――。

    「ああ……いえ、見つかりませんでした」

    彼は伏し目がちに、寂しそうな顔でそう呟いた。

    「どこかで迷われているのかしら。やっぱりレダに協力してもらったほうがいいんじゃ……」

    「協力をしてもらっても、たぶん見つかりません。恋人は亡くなっているのでしょうし」

    「え……？」

    思いがけない言葉を問い返すと、彼は「いいえ、なんでも」とかぶりを振る。

    「……そろそろいかないと。領主殿が出てくるみたいだ」

    教会のあたりを示されて見てみると、人を大勢引き連れたレダの姿が見えた。

    「それじゃあ……」

    「あの、ジェットさん」

    立ち去ろうとする彼の手を取って引きとめる。不思議そうに、榛色の瞳が彼女を見下ろして「なんでしょうか？」と笑みを浮かべて尋ねられた。

    じっと見つめて、息を飲む。

    レダはこの青年を寒村の人間か流れ者だろうと言った。だが、彼は透けるような金色の髪と、張りのある美しい肌をしている。寒村部や辺境地では、農作業や力仕事で、健康的に日焼けをしているし、髪も肌も傷んでいるはずだ。なにより、彼の手は爪の先まできれいに整えられていて、とても村人だとは思えなかった。

    「モニカさん？」

    「あっ……え、えぇっと……もうすぐ豊穣祭なので、少しでも楽しんでくださいね」

    「……はい。そのつもりです」

    きゅっと指先を握り返された。それだけなのに、ばくばくと心臓がうるさく跳ねる。

    なぜ、彼に対してこんな気持ちになるのだろう――。

    まるで、恋をしているみたいだ。

    「また、ね」

    そろりと手を解いて彼が立ち去ったあと。

    「モニカ、お待たせ」

    レダの声に振り返ることができなかった。顔がまだ熱い。じわりと変な汗まで浮かんでくるし、きっととても赤くなっているはずだ。

    「どうかしたの？」

    「なっ、なんでも……ないの」

    ひょこりとレダに覗き込まれ、目が合うと面白そうに笑われた。

    「真っ赤だね、なにか恥ずかしいことでもあった？」

    「ゆ、夕日のせいなの、きっとそうよ」

    「……そうだね、そういうことにしておこう」

    言ったあと、レダは耐えかねたようにぷっと噴き出す。

    空を見上げて、太陽はまだ南を越したばかり。

    　

    　　　＊

    　

    豊穣祭は、慣例のように毎年晴れることが多い。

    「モニカ、起きてる？」

    「ええ、起きているわ」

    レダの声に返事をひとつだけして、けれど逆にベッドへもぐりこんだ。今日はいつもより頭が痛い。

    「モニカ？」

    「……おはよう、レダ」

    言いながらも枕に頬を摺り寄せる彼女の頭を、大きな手がそっと撫でた。

    「調子が良くないのかい？」

    「少し頭痛がするの」

    「そう……だったら豊穣祭には誘わないほうがいいのかな」

    気落ちしたような声に、もぞもぞと寝返りを打ってレダを見る。

    「連れていってくださるの……？」

    「仕事の合間になるけど、パレードが歩く通りを見にいくんだ。……どう？」

    「ええ、ぜひ！」

    がばりと身を起こした彼女の勢いに、レダが思いがけず笑いだした。

    「じゃあ準備をして。美味しいものをたくさん食べようね」

    豊穣祭のパレードは、大きな通りを領民らが仮装をしてねり歩く。そして、その大通りには露店がずらりと並ぶので、飲み食いをしながら観覧するのが一番だとレダが教えてくれた。

    大勢の人たちの楽しそうな顔や、おいしそうな露店の食べ物の話を聞いて以来、絶対に食べて飲みながらパレードを見るのだと決めていたものだから、つい前のめりになってしまう。

    人混みの中で飲食するのだから、多少は汚れてもかまわない服を、と着慣れたワンピースを選び、身支度を始める。

    天候は良好。気温も過ごしやすい。少しの頭痛は残るけれど、心は晴れやかだ。これなら、いつもより長く楽しめるかもしれない。

    準備を済ませて、レダとともに屋敷を出た。

    教会広場から町へと続く大きな道沿いには、パレードに参加するのだろう領民らと、露店を出す予定の人びとが集まって、音楽を鳴らしながら踊っている。

    「モニカ。露店は半分ジョークでできているんだ。特にレモン水は買ってはいけないよ」

    「え？　どういうこと？」

    「……飲めば分かるよ」

    どこか諦めたような目でレダは遠くを見つめた。こんな表情を見せるのは珍しくて、肩を震わせて笑うと、同じように笑顔が返される。そんな二人の姿を見ると、露店の周囲で歌って踊っていた人びとが、ぜひ一緒にと誘ってくる。けれど、レダはすぐに「仕事があるから」とそそくさと逃げだしてしまった。

    少し失礼なのではないかと思ったものの、彼らは気分を害した様子もなく、

    「領主様、踊るのは本当に苦手だよね」

    「この世の終わりみたいな顔は面白いけど」

    と笑っている。なるほど、いつものことのようだ。だが。

    「領主様には逃げられたけど、モニカさんは逃がさないからねっ」

    「えっ!?」

    領民に取り囲まれると、手を引かれてダンスの輪の中へと連れられてしまった。テンポの速い音楽に合わせて、ぎこちないながらもステップを踏んでいくと、身体は自然に慣れて動き出す。「上手上手！」と声をかけられ、調子がついてくると息が弾むほど踊り回った。大人も子供も隔たりなくはしゃぎまわれるのが、祭りのいいところだ。

    ただ、日ごろ大人しく暮らしている彼女はすぐに体力に限界が来てしまい、よろよろとした足取りでダンスの輪を離れることにした。

    「みんな元気ね……」

    木陰に場所を定めて腰を下ろし、いまだ踊り続けている人びとを見遣って膝を抱える。動きまわるのはとても楽しかった。レダはいつも体調を気遣ってくれるが、遠慮のない誘いもたまには悪くない。踊っている間は、不快に感じていた頭痛もしなかった。ちょっと体力がなさ過ぎたけれど。

    心地いい風に撫でられながら、ぼんやりと通りの人びとを眺めていると、隣に人の気配を感じて目を向ける。

    「平気ですか？」

    金色の髪に、麻のシャツをゆったりと着た青年がしゃがみ込んで彼女を見つめた。

    「ジェットさんもいらしてたんですね」

    顔をあげると、目の前に透明な液体の入った瓶を差し出される。

    「声をかけずに通り過ぎようと思ったんですが、ちょっと顔色が良くないようだったから」

    どうぞ、と渡された飲み物を受け取ると、ひんやりと冷たくて気持ち良かった。飲んでもいいものかな、とちらちらとジェットを見ていると、彼はぐいと一口呷った。それに倣って自分も、と口をつけて飲む。――と、悶絶するくらい酸っぱかった。

    「なっ、なっ……なんです、か……っ」

    「レモン水だそうですが……」

    どっと変な汗が噴き出て、目の前がチカチカする。

    レモン水だけは買ってはいけないと言っていたレダの言葉がようやく理解できた。それを、ジェットは平気そうな顔で飲み干しているのだけれど……。

    「ジェットさんは平気なんですか、こんなに酸っぱいのに……」

    「私はただの水なので……」

    「なんでっ!?」

    顔色が悪そうだと思ったら、水を差し入れる程度でいい。よりにもよって、なぜ、半分はジョークでできているらしい露店の酸味抜群レモン水だったのか。

    「お口に合いませんでしたか？　スッキリするかなと思ったんですが」

    「お、お気持ちはとてもうれしいのですが、ここのレモン水は買ってはいけないそうなんです」

    泣きそうになりながら言うと、ジェットは驚いたような顔をした。そして、彼女の手から瓶を取り上げ、躊躇なく一口呷る。

    「あ……本当だ……ちょっと、あの、なんというか……あれですね」

    引きつった笑顔を見せながら「大失敗でした」とジェットは腰を下ろして項垂れた。

    けれど、そんなことよりも、一度彼女が口をつけた瓶に、彼が口をつけたという事実のほうが勝って、恥ずかしさに顔を覆う。

    （間接キス……というもの……？　ジェットさんは平気なの……？）

    一緒に暮らしているレダですらしないことだ。

    小さく呻きながらジェットを盗み見る。

    榛色の瞳とぶつかると、柔らかく微笑んで、

    「不勉強でした。前は飲食しなかったもので」

    そう言った。

    「……前？」

    「一度、来たことがあるんです」

    そっと視線を外して、遠くを見つめる彼の横顔は、どこか懐かしく見えた。

    「このお祭りには毎年いらっしゃるんですか？」

    「一昨年に来たことがあります。恋人と一緒に」

    照れくさそうに笑うジェットを見て、頭の片隅がずきりと痛んだ。

    「……こんなことを聞くのは失礼だと思うのですが……恋人の方はどうして亡くなられたんですか？」

    恋人とはどんな女性なのだろうか。どんな愛の言葉を囁かれたのだろう。どんな美しい人で、どうやって彼の心を手に入れたのか――。

    ぐるぐるといろんな言葉が渦巻いて、そこではっとした。

    （……わたし、嫉妬してる……）

    恥ずかしくなって一度顔を伏せたあと、そろりと顔を上げると、ジェットは口元だけで微笑んでいたが、どこか寂しそうで見ているのが辛くなる。

    「事故でした」

    簡潔な一言に、やはり答えたくなかったかな、と肩を落としていると、ジェットはさらに言葉を続けた。

    「その事故が起こる少し前に、ここへ二人で来たんです」

    それが最後の思い出になったと、彼は泣き出しそうな表情で言った。

    「日暮れ時の景色がとてもきれいでした」

    また、ずきりと頭が痛む。

    「……幸せだったんですね」

    懐かしそうにも寂しそうにも見える笑みを浮かべて、ジェットが頷いた。けれど、彼女にはその表情を見ることは叶わなかった。

    「っ……痛……」

    頭を抱え、地面に額を擦りつけるようにうずくまる。

    「モニカさん……？　どうしたんですか!?」

    声が遠くに聞こえる。人が集まり始め、心配そうな声がかけられたが、どれも小さくて聞き取れない。

    ジェットに抱き起されて、その腕に縋りついた。

    「大丈夫ですか!?」

    怒っているのではないかと思うほどの剣幕で見下ろしてくる青年の顔が、後ろを振り返った。

    縋った腕が離れていく。

    （だめ……離さないで……）

    とっさに手を伸ばすと、代わりに違う青年が彼女の身体を抱きしめた。

    「休める部屋を頼めるかな」

    ゆったりとした声音はレダのものだ。

    その声に、人びとが慌ただしく動き始めた。

    レダはジェットを一瞥して、薄く笑みを浮かべる。

    「……君だったか。モニカに付き添ってくれてありがとう」

    「彼女は大丈夫なんですか？」

    「ああ、いつもの頭痛だと思うよ。休ませるから心配しなくていい」

    二人の会話は穏やかだが、どこか張りつめている。ジェットはなにも悪いことなどしていないのに、レダの声音はまるで責めるようだ。

    （その人はなにも悪くないのよ……）

    そう伝えたくてレダの腕を掴んだが、上手く伝わらなかったらしく、額にキスを落とされて「大丈夫だよ」と微笑まれただけ。

    意識が遠のいて、こくりと頷くだけが精一杯だった。

    

    　

    　

    　　　三

    　

    目覚めたのは、見慣れた寝室だった。

    （部屋……いつ戻ったのだったかしら……）

    思い出そうと記憶をさかのぼっていく。少し頭痛がして、なかなか思うようにはいかなかったが、レダの仕事に付き添ったところまでは思い出せた。

    祭りに参加する人びとと踊って騒ぎ、休んでいたところにジェットがやってきて――。

    （そのあとお話を聞いて……それから……）

    たしか、朦朧とする意識の中で、ジェットから引き離されることが無性に不安になって、責めるようなレダの声を否定しようとしていた気がする。

    でも、そこから先の記憶がない。

    ベッドを抜け出して部屋を出ると、わき目も振らずにレダの部屋へと向かう。ぱたぱたとネグリジェ姿で駆ける彼女の姿に、使用人たちがぎょっとした様子だったが、引きとめられることはなかった。

    レダの部屋は屋敷の最奥に位置する場所にある。とはいっても、彼女の寝室からは部屋三つほど離れているだけだ。

    足を止めて、扉を叩くと部屋からレダが姿を見せる。彼女の姿を確認すると、ぎゅっと抱きしめられた。

    「ああ、モニカ……よかった。二日も眠ったままだったから心配していたんだ」

    「二日も？　だったら豊穣祭は終わってしまったかしら……」

    去年は豊穣祭の時期を終えてから目覚めた。だから、今年は必ず、レダが自慢げに話す豊穣祭を最後まで見たかったのだが。

    「大丈夫、まだ終わってない」

    「本当？　まだ見られる？」

    「そうだね……見ること自体は大丈夫だけど、ちょっと物々しい雰囲気になったかな」

    あれほど明るく楽しげだった雰囲気が、この二日で一変したのだと、レダは表情を曇らせた。

    「警備兵はいつもこの時期に王都からも借りているんだけど、今年は衛兵団が少し混ざっていてね」

    同じ国軍の兵士でも、このふたつはまるで雰囲気が違うのだという。

    警備兵は見回りを主な仕事として、安全を守るための兵士。衛兵団は戦闘もこなす、安全を取り戻すための兵士だ。つまり、衛兵団がいるということは、なにかしらの不穏因子があるということ。そしてその原因を探しているということだ。

    「凶悪犯とかが……いたりするのかしら」

    「どうだろう。だれを探しているかは教えてくれなかったんだ」

    「じゃあ、パレードは中止？」

    「予定どおりにやるよ。なにが目的かは知らないけど、それは国の事情だ。そのために僕たちが譲る必要はないよ」

    領民を守るために警備兵を呼んでいるんだから、とレダは笑う。

    「それだったら、パレードを見てきてもいい？」

    おずおずと見上げると、レダは険しい表情で唸った。

    「病み上がりで、しかもこんな状況だから本当は止めたいんだけど……」

    ちらりと盗み見られ、ぎゅっと腕を掴んで懇願するように見上げた。

    「お願い、レダ。無理は絶対にしないから」

    「……ああ、もう。ずるいなぁ、それ」

    額を押さえて天井を仰ぎ見たあと。

    「いいよ。その代わり、僕の目が届く屋敷の前だけだ」

    「ありがとう、レダ」

    うれしさから抱きつくと、深いため息が漏れる。

    「僕は一生、君には敵わないんだろうなぁ」

    頬にちゅっとキスをされ、「行っておいで」と促された。

    部屋に戻ってネグリジェを着替え、屋敷の前まで飛び出すと、遠くから、笛や打楽器の音が聞こえてくる。

    少しずつ近づいてくる音楽に、いつもより人の溢れる通りから身を乗り出して待ちわびていると、パレードの行列よりも先に、見知った青年が見えた。

    青年は人波を縫ってこちらへと走ってくる。

    榛色の瞳が彼女の姿を捉えると、にこやかに微笑む。

    「ジェットさん……!?」

    息を弾ませて目の前までやってくると、ジェットは通り過ぎる間際で彼女の手を掴んだ。

    「追われています、助けて！」

    「えっ!?」

    弾けるような笑顔に、冗談を言っているのだろうと思った。だが、彼は手を離すことなく「走って！」と彼女を引っ張る。

    引きずられそうになって、とっさに走り出すと、器用に人の合間を縫っていく。

    大勢の観客たちの視線はパレードの行列に釘づけだ。領主邸で暮らしている娘が、見かけない男と一緒にいても、だれも気にしない。

    「ジェットさん、どうしたんですか……っ!?」

    「説明はあとで。こっちです」

    角を曲がって建物の影に身を潜ませると、ジェットは物陰から周囲をうかがうように少しだけ顔を覗かせる。

    「ここまで来れば大丈夫かな……」

    まるで、犯罪者か逃亡犯のようだ。追われて、見つからないかとはらはらする。けれどジェットは彼女のそんな気持ちに気づかないらしく、無邪気な笑顔を向けた。

    「すみません、思わず手を取ってしまいました」

    「追われてるってどういうことですか？」

    衛兵団が来ているというし、もしも事件に巻き込まれているなら、と思ったのだが、ジェットはとても神妙な面持ちで、

    「熱烈な私の追っかけがいるんです」

    「え……」

    冗談とも本気ともつかないことを言った。

    普通ならありえない言い訳だと笑い飛ばすところだ。だが、ジェットは身なりこそ周囲の人びとに溶け込むような格好だが、容姿は抜群にいい。帽子をかぶって顔を隠しているのがもったいないくらいだ。レダも美男だとは思うが、それとは真逆の端麗さを持ち合わせている。だから、ファンがいてもおかしくないと思ってしまう。

    駆け抜けて弾む息が整い始めると、気づけばこの青年のことばかりを考えていた。

    それが恥ずかしくて俯いていると、

    「あれ、ここは笑うところですよ」

    と顔を覗き込んでくる。

    「冗談に聞こえませんでした」

    むっと唇を尖らせて拗ねてみせると、彼は笑って「すみません」と短い謝罪を述べた。

    「でも、追われているのは本当なんですよね？」

    「貴女と一緒だと、罪がますます重くなりそうですけどね」

    どきりとした。艶っぽい言葉をかけられたわけでも、見つめられたわけでもない。

    ジェットは何食わぬ顔で、仮定の話をしているだけなのに、一度跳ね上がった鼓動はばくばくと心音を速めていく。

    （どうして、こんなにこの人のことが気になるの……）

    みるみる顔が熱くなっていく。

    「ま、またご冗談ですか……っ」

    きっと赤い顔をしているのだろうなと思いながらも、これも笑うべきところなのだと思い込もうとした。けれど。

    「……三度もお会いできた」

    わずか一歩。彼女へと踏み込んで距離を縮め、耳元でぐっと色を増した声が落とされた。

    「私は運命なんものを信じませんが、縁というものは信じることにしています」

    「……違うものですか？」

    「ええ。運命はすべて神様が決めること。だけど縁は、今の自分に必要だからこその巡り合わせだ」

    似ているもの。でも違うものだと彼は言う。

    （じゃあ……わたしもこのご縁を信じてもいい……のかな……）

    ジェットという青年との出会いは、なにか意味があるのかもしれない。

    「私は貴女に縁を感じずにはいられない」

    そっと腕が背に回され、ふわりと抱きしめられた。清潔そうな石鹸の香り。それに混じる、少し汗ばんだ匂い。懐かしくて、愛しくて、切なくなる。

    「わたしが……恋人に似ていることも、そのひとつですか？」

    それすらも、なにか理由があるはずなのだ。だから、彼が信じるならかまわない。

    そう思ったけれど――。

    「……すみません」

    ぐいと身体を引き剥がされた。

    驚いて目をしばたたかせると、ジェットはバツ悪そうに片手で顔を覆う。

    「貴女は恋人とは別人だ。彼女をどこかに重ねていた……かもしれません」

    「それも偶然――」

    「もしもそれが偶然で、ひとつの縁だというのなら、私が恋人を諦める一歩を踏み出すためのもの……」

    縮まったはずの一歩が、再び遠ざかった。

    「恋人はもうこの世にはいない。仮にいても、それは似ている別人だという啓示なのかもしれない」

    「……神様が決めるものは信じないって……」

    「妄信的に信じて受け入れることをしないというだけです。教えは乞いますよ」

    人並みに信仰心はあるのだと笑って、彼はもう一歩後ずさった。

    縮まったと思った距離が、より離れていく感覚が無性に寂しい。手を伸ばして捕まえたいと思うのに、それをすれば彼はもっと離れていく気がした。

    伸ばしそうになる手をぎゅっと押さえながら、下を向いて黙り込んでいると、突然空気が張りつめる。

    「モニカ！」

    声にはっと顔をあげると、レダがジェットを睨みつけていた。

    「また……君か。よく会うね」

    「ええ、奇遇ですね」

    険悪な雰囲気で、二人は心にもないのだろう言葉を並べる。

    「彼女に用があるなら僕が聞くと言ったはずだけど？」

    「近くを通ったのでパレードを一緒に見ていたら迷っただけですよ」

    「どう迷えばこんな路地に入り込めるんだか……」

    嘲るようにジェットを一瞥したあと、レダはモニカの手を取った。

    「モニカ、帰るよ」

    有無を言わさず手を掴むと、足早に大通りへと足を向ける。

    「レダはなにか誤解をしているわ」

    まるで、ジェットにやましい気持ちがあったかのような言い方をしたレダを諫めると、彼はなにかを振り払うようにかぶりを振った。

    「なにが誤解なんだい？」

    「あの人はなにも悪いことはしていないもの。レダは彼を責めたでしょう……？」

    「女性をこんな路地裏に連れ込む男の、なにが悪くないって？」

    振り返って、強く肩を掴まれる。レダを見上げると、その表情は焦燥が滲んでいてどきりとした。こんな顔を見るのは初めてだ。

    「男と二人きりになることの意味を、少しは理解しているかい？」

    「もちろん、分かっているわ。だけど……」

    「じゃあ、あの青年が君に分かりやすい好意を示していることも理解をしているね？」

    「……ごめんなさい」

    嫌われていないとは思うが、好かれているとも断言はしにくい。まるで自惚れているようだから気にしなかっただけ。でも、ジェットは彼女にとても好意的だとは思う。

    「だったら、僕の気持ちも少しは理解をしているよね……？」

    「……」

    答えられなかった。

    記憶をなくし、身元も分からない人間を不憫に思って助けてくれたのだろうと思う。

    もちろん、領内の事故であったから、その責任も感じてはいただろうけれど、見捨てることもできたはずなのだ。でもレダはそうしなかった。

    それを、今まではずっと優しさだと思っていたが、ジェットという存在が現れてからのレダは、少し様子がおかしい。

    無理やり引き剥がすような行動をしたり、背に隠すようにしたり。領民以外にはちょっと冷たいところもあるが、そういった言葉では説明のできない感情が、レダの中にあるように思えた。

    薄々、感じてはいたのだ。

    レダの気持ちは、もしかしたら男女の間にある好意なのではないか、と。けれど、保護者のような、あるいは兄妹のようなものなのではないかとも、思っていた。

    「もしかしたら、ずっと胸に秘めていたかもしれない感情だ。それを揺さぶられて、僕はおかしくなってしまったのかな……」

    通りを歩くパレードの列が徐々に近づいてくる。大きな音を響かせて、陽気なリズムで人びとに笑顔を咲かせていく。でも、目の前にいるレダには笑顔が戻らなかった。

    苦しそうに、つらそうに見つめて、そっと抱きしめられる。

    「君を取られてしまいそうで不安なんだ」

    彼女の気持ちが、ゆっくりとジェットに傾いていたことを、だれよりも敏感に察していたのはレダなのかもしれない。

    「レダ、わたし……」

    「君が好きだよ。記憶が戻っても、戻らなくても、ずっと僕の傍にいればいい。大切にするから……」

    その言葉に、今は返事ができなかった。

    　

    　　　＊

    　

    レダに連れ戻されるモニカの後ろ姿が見えなくなったころ、ノヴァールは心から安堵した。

    偽名を使っていることで、箍たがが外れてしまったのだろうか。

    王都から出征している警備兵に、簡単に見つからないための措置だったが、心まで別人になっているような気がする。そうでなければ、衛兵団に見つけられて逃げ回っている最中に彼女の手を取ったりはしなかった。

    衛兵団は血眼になって王太子ノヴァールを探している。一刻も早く王宮へ戻らせたいだろうし、行き先も告げず、従者の一人も連れていないから、万が一を恐れているのだろう。重臣らが捜索を断念している中、いまだに単身で探しているとなれば、怖いくらい猛然と追われるのも納得のできる話だ。そのうえ、モニカと一緒にいるところを見られれば、いろいろと話がややこしくなってしまう。

    「もう、戻るべきなんだろうな」

    探した。満足ができるほどではなかったが、兵士らも尽力をしてエルジェリーラの消息を探し尽くしてくれた。この世に彼女はいないと、諦められる――はずだ。でも。

    「こんな気持ちが許されるはずはないのに……」

    エルジェリーラと瓜二つの娘に、心が波立ってしまう。愛した人を重ねながら、モニカという人に惹かれている。

    モニカとの再会は偶然だった。でも、それをただの偶然と片づけるのは難しいと感じている。はじめてエルジェリーラに恋をしたときのような気持ちが、次から次へと溢れて止まらない。

    「好きになったりしたらだめなんだろうな……でも……苦しいくらいに彼女が愛しい……」

    胸元をぎゅっと掴んだ。そうすれば、波立つ気持ちが抑えられる気がしたから。

    「エルジェリーラ。私は君を裏切っているのかな……」

    空を見上げて、赤みを帯び始める夕空に笑みをこぼす。豊穣祭の最終日は日没に合わせて花火が打ちあがる。祭りの終わりを告げるもの。

    二年前のあの日、ノヴァールは二人の関係をよりたしかなものへとするために、祭りの終わりを告げる花火に願をかけるつもりでここへやってきた。恋人よりもつながりの強い、伴侶となることを望んだけれど、忘れられない人になってしまっただけ。どれだけ途方に暮れただろう。

    今でも愛している。

    でも、恋人によく似たあの娘のことが気にかかって仕方ない。

    ――彼女は、エルジェリーラじゃない……。

    ならば、どうしてこんなにも似ている……？

    答えの出ない自問自答を繰り返しても、混乱した気持ちは整理ができずにいた。

    そうして無理やりひねり出した答えは、周囲の言葉と同じものだったのだ。

    エルジェリーラを諦めるべきなのではないか、と。

    「殿下！」

    通りを入ってきた人影がノヴァールを呼んだ。

    ゆったりとした足取りが徐々に早くなって、人影が増えていく。

    衛兵団だ。

    正面は兵士で道を塞がれ、突破は難しい。ならばと振り返ると背後にも回り込まれ、さすがに苦笑いを浮かべた。

    「殿下、お戻りください。皆、心配をしています」

    「人違いじゃないかな。私はジェットという一庶民だけど」

    帽子を深くかぶりなおし、詰め寄る兵士との間合いを測る。

    「ご冗談はほどほどになさってください」

    さらに距離をつめてきたところで、ノヴァールは地面を蹴って壁伝いにトン、トンと軽やかに建物の屋根へと上った。

    「殿下！　お戯れが過ぎます！」

    「上ってくればいいじゃないか」

    そう声を落とすと、兵士が本当に壁をよじ登ろうとするから焦った。

    ノヴァールは彼らに背を向け、建物の屋根を飛び越えて去っていく。背中に悲痛な兵士の声が聞こえたが、振り返ったりはしない。

    「あと少しだけ待ってくれ」

    この豊穣祭が終わるまで。

    気持ちを整理するだけの時間がほしい。

    

    　

    　

    　　　四

    　

    豊穣祭最終日。

    レダは皆が起きはじめる時間より早く仕事へ向かったという。もともと忙しい人だが、年に一度の大行事であるこの時期は多忙を極め、終わってから長期で休暇を取るのが慣例だそうだ。

    いろいろと知らないことが多い。

    （来年はレダのお役に立てるかしら……）

    心配と迷惑ばかりをかけて、役に立てている気はしない。来年の豊穣祭は、レダとはどんな関係になっているのだろうか、なんて考えると、顔がぼっと熱くなった。

    と、同時にジェットの顔が脳裏をちらつく。

    （え……、なに……？）

    まるで考えてもいなかった人の顔が浮かんで驚いた。

    気になる人なのはたしかだ。会えた日は、感じたことがないくらい気持ちが高揚して、切なくて、苦しくて、もどかしくなる。それを恋と呼ぶのなら、そのとおりかもしれない。しかし、名前をつけられるほど強い気持ちではないようにも思う。

    憧れとか、尊敬とか、恋よりももっと遠い感情だと、自分では認識をしていたから。

    「モニカお嬢様」

    昼を少しすぎたころに部屋を訪ねてきたのは、老年の執事。長年この屋敷に使えている人だが、表情がどこか暗い。

    「若い、お知り合いだという男性がお見えですが……追い返しましょうか」

    「若い……ジェットさんかしら。お会いするわ」

    会わずに背を向けることは簡単だが、レダを不安にしているのなら、きちんとジェットと別離するべきだ。

    レダは命の恩人なのだ。その彼を裏切るような真似はできない。

    「お嬢様。どうか、旦那様のお気持ちを汲んで差し上げてください」

    この執事にとって、レダは息子も同然なのだ。だからこそ心配をするし、彼の幸せも願っている。それが理解できないほど、彼女も愚かではないつもりだ。

    「分かっているわ。そのために少しお話をしてくるだけよ」

    これで、最後だ。

    二度とジェットには会わない。それを伝えなければ。そして、自分にはレダがいるのだと言って――。

    （本当に、これでいいの……？）

    この決断は間違っていないはずだ。でも、どうしてか胸が苦しくてたまらない。その理由を探っても、わずかな時間で答えが出るはずもなかった。

    エントランスで待つ客の元へ向かうと、やはりそこにはジェットがいた。しかし、彼は彼女の顔を見るなり、とても驚いたような顔をしたのだ。

    「モニカさん……どうして、泣いているんですか？」

    その一言に、ぽたぽたと頬を伝う涙の存在をはじめて知った。

    「あ、あれ……」

    ごしごしと拭っても、涙は止まるどころか余計に溢れてくる。

    「悲しいことなんてないのに、どうして……」

    胸が痛い。寂しくてたまらない。

    ――なにが？

    （ジェットさんとお別れをすることが……悲しいの……？）

    自覚をした途端、彼女は声をあげて泣いていた。

    ぎょっとしたような顔をしたジェットと、驚いて駆け寄ってきた使用人たちの視線を感じながら、まるで子供のように泣き続けた。

    こんなに好きだったなんて、知らなかった。まるで、その身の半分を持っていかれるような、言葉にできない痛みを覚える。

    「ジェット、さん……わたし……わたし……」

    「……こっちへ。ちょっとお嬢様をお借りしますね」

    手首を掴んで引かれた。勢いよく動き出した身体は、自然と走り出して屋敷を出ていく。

    ぐずぐずと泣きながら見つめたジェットの背中は、とても遠くに感じた。もう捕まえられないもののような気がして、目の前にあるのに手が届かないような錯覚を覚える。

    途中で馬車を拾って乗り込み、どこへいくのかも聞かずにジェットに従った。

    しばらく揺られていると、笛や打楽器の音が聞こえてきて、顔をあげる。外の景色には、教会のシンボルが見え、大きな広場が広がっていた。

    「教会広場……」

    「豊穣祭の最終日は、ここに人が集まるそうですね」

    柔らかな声に頷く。レダからの伝聞でしかないが、最終日の教会広場は絶景だと言っていた。

    「以前、恋人とここへ来たというお話……覚えていますか？」

    「……ええ」

    「その恋人と、ここで将来を約束したんです」

    とても大切で、思い出深い場所だとジェットは笑った。

    「ずっと恋人を探してきました。どれだけ諦めろと言われても、なかなか踏み切ることができなくて……二年がたちました」

    苦しげに胸元を掴んで、さらに言葉を続ける。

    「昨日のことのようによみがえる思い出のすべてを置いていくなら、ここしかないと思って、来ました」

    恋人がここにいるような気がして、と付け加えられた言葉に、一縷の望みに縋りたい気持ちや、奇跡、願掛けといった非現実的なものへの期待も込められていたのだと思う。

    「……いたのは、そっくりの別人でしたけど」

    揶揄やゆするでもなく、ジェットはふわりと笑った。

    「今日、ここにいれば、なにかが起きるような気がしたんです」

    「どうして今日なのですか？」

    ここへ来たことは分かった。恋人と将来を誓ったことも。だが、今日である必要は――。

    逡巡して、はっとした。

    「今日が、プロポーズをした日だからです」

    懐かしそうに目を細め、ジェットはゆっくりと停車する馬車を降りる。彼の手を借りながらタラップを続いて降りると、空は赤く色を帯び始めていた。

    レダの屋敷から教会広場まではそんなに遠かっただろうかと首を捻る。けれど、ジェットはそんなことにはかまわず、ぎゅっと手を握ってゆっくりと歩き出した。言葉が、ぽつり、ぽつりと零れていく。

    「恋人のことは今でも愛しています。だけど、貴女に惹かれ始めていると気づいて……私は――」

    意を決したようにジェットが振り返ったが、言葉は飲み込まれたように不自然に途切れた。

    「どういう魂胆でモニカを連れ出したのかと思ったけど……」

    聞き慣れた声が背後から聞こえ、誘われるようにそちらへ身体を向ける。

    「レダ……」

    「ずいぶん遠回りをしてきたんだね。うちの使用人のほうが先についてしまったよ」

    レダの後ろには、見知った顔の使用人がいる。おそらく、ジェットが彼女を連れ出したあと、すぐにここへ飛んできて知らせたのだろう。

    ジェットが遠回りをしたのなら、空が赤みを帯びていることも、使用人がレダの元へ駆けつけられたのも納得ができる。

    でも、レダは大きな誤解をしているのではないだろうか。

    「魂胆……とは？」

    ジェットの問いかけに、レダが嘲りを含んで笑った。

    「モニカの美しさに抗えない気持ちは理解をするよ。だけど、彼女を渡すつもりはないんだよ」

    「……私は、奪うつもりなど……」

    言い淀むジェットに、レダは「どうだか」と取り合わない。それどころか、

    「好きなんだろ、彼女のこと」

    否定する気持ちを確信へと変えた。

    ジェットの表情が見る間にこわばっていく。

    もしかしたら、彼はあえて明確な言葉を避けていたのかもしれない。惹かれていると不明瞭にしたのは、気持ちを曖昧なままにしておきたかったから――。

    二人の間の空気がピリピリと張りつめていく。

    「君、剣術はできるかい？」

    「……なぜです？」

    レダは使用人に剣をふた振り持ってこさせると、そのうちのひと振りをジェットへ向けて投げた。

    「できると思ったけどね。……抜きたまえ」

    「決闘をしようとでも？」

    「勝敗を決するのに最適だと思うが、自信がないかな？」

    手元の剣を見たジェットが、柄に手をかける。

    「二人ともやめて。ジェットさん……レダは元剣士です」

    各地を転々としていた流れの剣士で、負傷したところを救ってくれたのが養父――前領主だと聞いている。生半可な腕では勝てるはずがない。

    だから彼女は引きとめたのだが。

    「すみませんが、ちょっと引けなくなりました」

    「ジェットさん！」

    「お別れを言いに来たんですが、彼の言葉で自分の気持ちが分かりましたから」

    二人は剣を抜き、対峙する。

    まさかこんな事態になるとは思ってもみなかった。

    二人は戦ってはいけない気がする。それがなぜかは分からないまま、今は見守ることしかできないのだ。

    使用人に下がるようにと声をかけられ、彼女が下がった瞬間、目の前で剣がぶつかった。金属同士が打ち合う音に耳を塞ぎたくなる気持ちを押さえて見つめる。

    仕掛けたのはレダだ。だが、ジェットはそれを容易なことのようにあしらい、反撃を仕掛けた。力ではレダが押しているだろうか。けれど、それをかわして受け流すだけの技術をジェットは備えている。

    隣で使用人が嘆息した。

    「あの青年……お強いですね」

    そういうものだろうか。彼女に技術の優劣は分からない。だが、目の前で繰り返される決闘に、人が集まり始めていた。そして、皆が同じように嘆息をするのだ。レダの強さは領内でも周知の事実。しかし、それを凌ぐジェットの腕前に感心しきりだ。

    打ち合いを続ける二人の力は拮抗している。だが、それを切り崩したのはレダだった。足払いを仕掛け、ジェットを転倒させると、すぐさま切っ先を彼へと振り下ろす。

    （刺される……っ！）

    思わず顔を背けて目をぎゅっと瞑ったが、周囲からは歓声があがったのだ。

    おそるおそる目をあけると、形勢が逆転していて、レダを追い詰めるジェットの姿があった。どうやら、ジェットは自ら隙を作って誘ったようだ。とはいえ、レダもやられてばかりではない。力でジェットを押し返し、形勢を無理やり覆す。そして再びジェットが逆転をして――。

    そんな繰り返しだったが、明らかにレダのほうが消耗をしているように見えた。

    （レダのほうが疲れている……？）

    勢いを変えるためにレダは力攻めを繰り返している。それに対して、ジェットの動きは小さく、相手の力を利用しながら攻めているようだ。レダの消耗が著しいのは当然のことだった。

    （でも……こんなことを続けていては、いずれ二人とも大怪我をしてしまう……）

    訓練でも、戯れでもない。彼らは真剣に剣を打ち合っている。いずれ、どちらかが力尽きるまでそれは繰り返されるのだ。力が拮抗しているからこそ、二人とも無事では済まない。

    （止めなくては……）

    でも、どうやって？

    彼女の声が届くなら、初めから決闘などしていないはずだ。

    日は西へと大きく傾き、広場を赤く染めていく。地平線へと沈んでいく太陽を見つめ――どくりと心臓が大きく脈打った。

    （え……っ）

    頭がひどく痛む。膝をついて、ずきずきと激しい痛みを伴う頭を抱えながら、呼吸はどんどんと荒くなっていく。

    （なに……目の前が……白く……）

    ちかちかと白く光を弾いて、視界はなにも見えなくなった。ざわめく周囲の喧騒も、やがて遠のき、使用人が彼女を呼ぶ。

    教会の近くで、花火が打ちあがった。

    「っ……あ、あぁ……！」

    光が溢れていく。目の前に無数の見知らぬ景色の一部が広がって、頭が内側から壊されそうだった。

    喧騒が、どよめきに変わった。その、刹那。

    「エルジェリーラ!!」

    無意識に口をついたのか、彼女とその人を錯覚したのか、あるいは――。

    命をかけた戦いの最中だというのに、彼女の不調を、彼は一瞬たりとも見逃さなかった。

    （あの人はきっと、わたしをエルジェリーラだと信じてくれていた……）

    頭が割れるほどの激痛は、雑多な音に混じったたった一言の鮮明な声で掻き消えていく。

    （ノヴァール様……）

    その名前を胸中にこぼすと、靄がかかった景色が晴れ渡るような感覚を覚えた。

    ほっと息をついて、汗ばむ額を拭いながら顔をあげたとき、目の前ではレダの剣が青年の身体を刺し貫いていた。

    あの一瞬は、彼に致命的な隙を与えてしまったのだ。

    「――っ、……ノヴァール様！」

    彼女は、考えるよりも先に駆け出す。

    レダと目が合った。

    「モニカ、僕の勝ちだ」

    「レダ、お医者様を呼んで。早く！」

    鋭く叫ぶ彼女の声に、レダは驚いたように言葉を失う。

    「なにを言っているんだい？　決闘はすべて自己責任だ。たとえ彼が――」

    「王太子殿下を死なせてはいけません。お医者様を早く！」

    「王太子……だって？　……そうだったのか……分かった」

    レダはすぐに医者を呼び、駆けつけるまでの間に応急処置をするだけの冷静さを備えていた。

    「ノヴァール様……必ずお助けします。どうか、がんばってくださいませ」

    傷が深い。止血を試みても、次から次へと溢れ出して止まらない。

    レダの一撃はそれだけ重いのだと知らしめるとともに、負わせなくてもいい罪まで背負ってしまうかもしれない。

    ぎゅっとノヴァールの手を握った。すると、大きな手が応えるように彼女の手を握り返す。

    薄く瞼まぶたを持ち上げて、ノヴァールが微笑んだ。

    「……エルジェリーラ……？」

    「はい、そうです……すべて思い出しました」

    大きく頷くと、安堵したようにノヴァールは眠りに落ちた。

    その後、駆けつけた主治医が懸命に治療にあたってくれた。

    　

    　　　＊

    　

    「モニカ、少し話せるかな」

    レダがノヴァールの眠る部屋へと訪れたのは、決闘から五日ほど過ぎたころだった。毎朝、いつもと変わらない様子で出かけていくが、戻ってきたあとはほとんど会話もせずにふさぎ込んでいることが多い。

    ちゃんと声を聞いたのは、本当に久しぶりだ。

    「ええ、どうぞ」

    ベッドから離れて応接室を示すと、レダはぎこちない動きで対面するソファのひとつに座った。

    重苦しい沈黙が流れる。かけるべき言葉が見つからない。どんなことを話すべきだろうか。

    思案していると、レダがすぅっと息を吸った。

    「モニカ……ではないのかな」

    顔をあげて、頷くべきか、首を横に振るべきかを迷った。じっとレダを見つめていると、彼は「違うんだね」と笑う。

    「名前を聞いてもいいかな」

    いつか聞いた問いかけだった。彼女が目覚めてすぐに聞いた言葉――。

    「エルジェリーラ・ハウゼンといいます」

    返す言葉はあの日とは違うもの。

    「ハウゼン……？」

    聞いたことがあるな、とレダが唸った。

    「父は、このバクラム領の南で隣接する領地を治めていました」

    そう言うと、彼は納得をしたようだった。

    「普段からもっと外へ目を向けていれば、君のことを知れたのかもしれないね」

    そうすれば、身元を突き止めるのも容易だったはずだと、レダは自らを責めた。

    このバクラム領は、皆が自給自足で手いっぱいの貧しい領地だ。外のことを気にしている暇がないのも事実だろう。

    「気にしないで。それもご縁だと思うわ」

    「ご縁、か。だったら、彼と再会をしたのもまた、深い縁だね」

    ベッドで眠るノヴァールをちらりと見遣り、ふっと笑った。

    「彼はいずれ目覚めるだろうから、それまではついていてあげて」

    それだけを言って、レダが立ち上がろうとする。

    「待って、レダ。わたしもお話したいことがあるの」

    「どんなことかな？」

    ずっと考えていた。

    レダへの返事だ。

    モニカでいたときは、応えると決めた。だが、記憶が戻って、自分はどうするべきだろうかと考え抜いて、ようやく答えが出たのだ。

    「レダはわたしを好きだと言ってくださったわ。そのお返事を、まだしていないでしょう？」

    「……必要かな、それ？」

    失踪した恋人を探している王太子が現れて、その恋人は失っていた記憶を取り戻した。そこに、一領主が割り込む余地などあるはずがない。

    レダはそう言って返事を拒む。でも、応えなければならない。

    「レダ。わたしはあなたとともに、これからもここで暮らしたいわ」

    「……なんだって？」

    信じられない言葉を聞いたと言わんばかりに、レダは首を傾げた。

    「だめかしら」

    「いいか悪いかという次元の話ではないよ。王太子殿下が君を迎えに来ているんだ。帰るべきだ」

    だからこそ、帰るわけにはいかないのだ。

    エルジェリーラは、レダに多大な恩がある。命を救われただけでなく、身元も分からない、記憶のない娘を献身的に支えてくれた。至らないことばかりなのに、優しく愛情を傾けて、実際に一人の女性として愛してくれている。

    そして、ノヴァールのことでも、返しきれないほどの恩を受けた。本来ならレダが勝っていたはずの戦いは、王太子が相手だということで無効となり、それどころか、王太子に剣を向けた罪に問われるかもしれないというところまで来ている。

    王太子の恋人として、ノヴァールという一人の男性から寵愛される者として、レダの元から離れてはいけない。恩に報いず、彼や彼の領地、領民らを傷つけたままでいいはずがない。

    「わたし……レダのことが、……す、……好き、よ」

    声が震えた。

    レダの濃茶色の瞳がじっと見つめてくる。

    ややあって、彼はふうとため息をつく。

    「愛しているかい？」

    問われて目を逸らした。その質問には、答えられない。

    「ごめんなさい……。でも、好きよ……」

    「じゃあ、彼のことは？」

    視線でノヴァールを示された。

    今は穏やかに眠る彼のことを思うだけで、胸が切なく疼く。

    「……ごめんなさい」

    言葉にならず、溢れた想いは涙となって頬を伝う。

    （だめ……ノヴァール様を愛してるなんて、言えない……）

    こみあげてくる嗚咽を押し殺しながら、ともに漏れ出そうになる言葉も飲み込む。

    「……君はもっと素直なはずだよ。嘘なんてつかなくていい」

    レダの笑顔は、いつも変わらない。優しくて、すべてを包み込む包容力を兼ね備えていて――兄のようだと、思っていた。

    「レダ、わたし……」

    言いかけた言葉は、扉を打つ音に攫さらわれてしまう。

    「旦那様、失礼いたします」

    老年の執事が姿を見せ、レダになにかを耳打ちした。すると、レダはすぐに部屋を出ていく。

    慌ただしく駆け回る使用人の足音から、ただ事ではなさそうだ。いてもたってもいられず、エルジェリーラはすぐにレダのあとを追いかけた。

    　

    　　　＊

    　

    「レダ・バクラム。王太子殿下への不敬行為、許される罪ではないぞ」

    エルジェリーラがエントランスへ駆けつけたとき、レダは兵士に取り囲まれ、剣を突きつけられていた。

    「弁解はさせてくれないのかな？」

    「そのような権利が認められるとでも思っているのか！」

    兵士は聞く耳も持たず、じりじりとレダを追い詰めていく。

    「……これだから、お役人ってのは嫌いなんだ」

    ぼそりと呟いた声が、駆け寄ったエルジェリーラの耳にも届いた。

    王宮で働く者たちは正義というものが一貫している。王族が絶対、民は善良であるべき、後ろ暗いものは排除する。そういう概念だ。

    レダは流れの剣士から領主の養子となったが、当然、その剣士時代は明るい功績ばかりではなかったはず。だから、いわゆる役人らからは目をつけられやすい。

    そういう理由で、あまり他人と関わらないのかと妙に納得をして、レダと一度目が合う。そして、エルジェリーラは彼の前へと進み出た。

    「ノヴァール様の恩人にも等しい彼を、このように引き立てるのはあまりに無礼ではないでしょうか」

    レダを庇うように両手を広げ、エルジェリーラは兵士と対峙する。

    「せめて話を聞くくらいは――」

    「できない相談です」

    恩赦を願った言葉は、その一言で退けられた。

    兵士らにとって、王太子を傷つけられることはなによりも許せないこと。剣を向けただけでなく、傷を負わせたとあっては許せるはずもないのだ。その気持ちは理解するが、頭ごなしに悪だと決めつけられるわけにはいかない。

    事情を説明し、レダを守ることができるのは今、自分しかいないのだ。

    キッと兵士らを睨みつける。と、肩をそっと掴まれた。

    「もういいよ。どうせなにを言っても聞かない。国家従事者はそういうものだ」

    レダが諦めたように言う。

    しかし、エルジェリーラは引かなかった。レダを守ることは、ノヴァールの意志でもあるはずだ。彼女もそれは分かっている。けれど、兵士の前に立ちふさがるしか術がない。

    なにもできないことが悔しくて、唇を噛みしめていると、兵士らが突然頭を垂れた。そんなことをするのは、身分ある者の前だけ。そして、この屋敷で今、彼らを従えられるのはたった一人だ。

    「私の恋人を愚弄した挙句、恩人に剣を向けるとは……なにか勘違いしているんじゃないか？」

    慌ただしい喧騒が、しんと静まった。カツリ、カツリと靴音を鳴らして、ノヴァールが兵士の近くまで来て立ち止まると、彼らは数歩を下がって深々と腰を折る。

    「殿下。ご無事で……」

    「黙って下がれ。ここに兵士など不要だ」

    「で、ですが……」

    震える声で懸命に追い縋る兵士らは、見ているのが哀れになるほど怯えていた。

    この国で、王太子という存在はそれほどまでに力を持つ。しかし――。

    「殿下、王城へお戻りください。お戯れが過ぎます」

    群がる兵士の間を縫って、身なりのいい初老の男が姿を現す。それだけで、空気がピリピリと張りつめた。

    （この方、たしか……）

    王宮でも重臣と呼ばれるほど身分のある人物だったはずだ。王家を相手にしてもはっきりとものを言う人らしい。ノヴァールは、この男性を少し苦手にしていた。

    案の定、ノヴァールはわずかに顔をしかめている。

    「お前の指図は受けない」

    「なんですと？」

    男は片眉をピクリと持ち上げる。

    「お前はエルジェリーラの捜索を諦めろと言った。しかし彼女はこうして生きている。見捨てるつもりだったか？」

    「ご無事でしたのならなにより。なればこそ、かような地に長らくご滞在される必要はありますまい」

    「私の命を救った恩人までをも愚弄するか」

    ふいと背を向けて、ノヴァールは

    「余計に帰る気が失せた」

    と、冷ややかに告げた。

    相変わらずだなと思う。ノヴァールは、民を思う優しい人だが、臣下や兵士らの『身分こそ絶対』という態度が気に入らないのだと言っていた。別に邪険にしているわけではないだろうが、些いささか冷たい対応だと思うことは少なくない。

    しかし、目の前にいる重臣も、彼のそんな性分は熟知しているらしく、引き下がらなかった。

    「殿下。こうなれば力尽くでもお戻り願います」

    男が手をあげると、それを合図に兵士たちが身構える。

    王太子がどれほど尊くとも、奔放に振舞っているのはノヴァールだ。王族が民衆と接触することを、臣下らは嫌う。だからこそ、早く城に引き戻したいのだ。

    さすがのノヴァールも屋内で大勢の兵士に詰め寄られ、しかも病み上がりである以上、無理はできない様子だ。

    無表情で圧力をかけてくる臣を見つめ、ノヴァールが「潮時かな」とごく小さな声で呟く。けれど、「ご冗談を」と言いながらレダが進み出た。

    「一人の女性のために剣を交えた男は王太子ではなかったからね。僕は領主として彼を守る義務がある」

    「屁理屈を並べおって……」

    「そう？　みんなもそのつもりのようだよ」

    集まった使用人たちが次々に物々しい空気を纏う。いつでも戦える、と言いたげだ。

    それでも、数では兵士のほうが上だ。だが、屋敷の外からワアッと声があがった。歓声のような明るいものではなく、主に兵士へ向けられる罵声。

    窓からちらりと見える外の様子は、領民らが大挙して押し寄せ、斧や鍬といった農業道具や、とても武器にはならないようなものを手にして身構えている者までいる。

    ノヴァールは大勢の民を味方に、重臣の男と兵士に向けて言葉を発した。

    「……さて。わが国の臣ならば民に傷をつけられないはずだが？」

    こんな状況で、国兵が民と乱闘などできるはずがない。この状況では正義は王太子にあり、それに牙を剥けば兵士らが罪に問われるだろう。

    男はぐっと言葉を飲み込んで兵士を下がらせた。

    踵を返し、屋敷を出ようとする男にノヴァールは、

    「安心しろ。もうすぐ戻る」

    と声をかけると、男は向き直って恭しく頭を垂れる。

    「……一同、お待ち申し上げております」

    渋い顔をして男が去ったあと。

    「エルジェリーラ。私は勝負に負けてしまったけれど……彼なら安心して君を任せられる」

    振り返ったノヴァールに言われ、今度はエルジェリーラが言葉を詰まらせた。

    「……わたしも、そう思います」

    それが恩に報いるためだ。

    だが、レダは

    「悪いけど、恋敵が王太子なんて、勝負する気も起きないよ。彼とともにいきなさい」

    と、複雑そうな顔をして彼女の背中をそっと押した。

    たたらを踏んだエルジェリーラを、ノヴァールがそっと抱き寄せる。

    「再戦はしなくていいのか？」

    「王太子殺しなんて罪は負いたくないですね」

    「代替の領主を探すことになるかもしれないしね」

    軽口を叩き合っているようで、どこかピリッと張り詰める空気は、二人の笑顔のあとに和らいでいく。

    「ノヴァール様、わたしはレダに返しきれないほどのご恩が……」

    「だったら私が返すことにする。君を手放すなんて、二度とご免だ」

    だから大人しく戻ってくるように、とノヴァールは微笑んだ。

    

    　

    　

    エピローグ

    　

    エルジェリーラの目から見ても、ノヴァールは少し変わったように思う。

    以前から真面目に物事に取り組む人だったが、バクラム領で過ごした数日間の間に、いろいろと思うことがあったようだ。

    ノヴァールは外へ目を向ける好奇心がある。だからたびたび臣下の目を盗んで外出をしていたのだが、本来それは禁じられていることだ。王族は崇高なるものと口うるさく言われ続け、これまではだれも、そのことに疑問を抱かなかった。

    王族を世間知らずに育てておけば、臣下が楽をできるからだろうとノヴァールは言う。

    二年前の事故のことも、ノヴァールの意識を変えるものだったようだ。

    あの婚約発表の当日。ハウゼン領内で問題が起きて、どうしても解決して出なければならなかった。そのために、父はバクラム領近辺まで出てから王都へ向かうつもりで段取りをしていたのだが、バクラム領内での崖崩れが相次ぎ、迂回を強いられた。結果、エルジェリーラらの乗っていた馬車は巻き込まれたのだが、その事故の詳細が王都まで伝わっていなかった。そんな状況に危機感を覚えたのだろう。

    ノヴァールは、早朝から始まる会議を丸一日かける日もあって、たまに王宮内で見かける重臣らの後ろ姿は、ぐったりと疲れ切っていた。

    そんな姿とすれ違って、エルジェリーラは今朝、馬車で届いた荷物を部屋へと運び込む。

    「エ、エルジェリーラ様！」

    血相を変えてメイドが飛んでくると、両手の荷物を取り上げられてしまった。

    「お願いですからお部屋で大人しくしていてくださいませ」

    泣きそうな彼女らの懇願は、何度目だろうか。エルジェリーラがせかせかと動き回っているというのは、メイドたちにとって落ち着かないことなのだろうが、じっとしていたら、エルジェリーラが落ち着かない。

    「じゃあ、それはお願いね。まだ荷物はあるから取ってくるわ」

    「お待ちください、エルジェリーラ様っ!!」

    悲痛な叫び声を背に受けながら、新しい生活の準備は滞りなく進んでいる。

    生家は二年ほど人が住んでおらず、家にあったものはほとんど使い物にならなくなっていた。ノヴァールから新調したほうがいいと提案をされ、買い出しに自ら出かけると、付き添ったメイドが絶望的な顔で「もっと高価なものを選んでください」と泣きつかれた。だが、高いものなど必要ない。

    （あとはドレスが届いているかしら）

    きれいなドレスもたくさん作ってもらった。それらを運び込めば、今日は終わりだ。せかせかと荷物を抱えて戻り、クローゼットに片づけ終わると、メイドたちも疲れた顔をして部屋を出て行った。

    エルジェリーラもさすがに疲れて、ソファで休んでいると、うとうとと気持ちいい微睡に誘われる。

    どれくらいそうしていたか分からないが、髪を撫でる感触に瞼を持ち上げた。

    「ごめん、起こした？」

    言いながら、ぐっと体重がかけられてソファの上に組み敷かれる。

    「ノヴァール様……」

    ちゅっと唇を啄ばんで、指先が押しつけられた。

    「それ、もうそろそろやめてくれないか」

    「……ですが……」

    戻ってきてからというもの、ノヴァールは敬称をやけに嫌うようになった。『様』はやめてくれと言われたから、『さん』をつけて呼んでみたものの、しっくりこなかったのか思い切り首を捻られ、最終的に呼び捨てろと言われている。エルジェリーラがノヴァールを呼び捨てることなど、できるはずがないのに。

    「王太子様を堂々と呼び捨てる民はおりません」

    そう抗議をするのは何度目だろうか。

    ノヴァールは不機嫌そうに目を細めると「分かった」と首筋にかぷりと噛みついた。

    「ひゃっ……ノヴァール、様……っ」

    「君がそこまで拒むならいい」

    ようやく理解をしてくれたのかとほっとしていると、脚の間に膝頭をねじ込み、ネクタイを解いてエルジェリーラの両腕を頭の上で縛りつけてしまう。

    「えっ……ノヴァール様、これは……」

    「あんまり暴れると、縛った跡が残るよ」

    背に腕を入れてホックを外すと、いとも簡単にドレスを脱がされた。

    「ま、待ってください。ソファでなんて……せめてベッドでお願いします」

    「……うん。あとでね」

    下着をたくしあげ、胸元を外気に晒して露わにすると、先端を舌先でぺろっと舐めた。

    「あっ……ぁ……」

    ビクッと身体が反応して、じわりとかすかな疼きが与えられる。

    掠めるように舐めるだけだった舌先は、刺激で尖って膨らむ果実を絡め取り、ちゅるりと吸い上げ始めた。

    「っあ……あぁっ、ん……」

    いきなり胸先を弄られ、ビクンッビクンッと震えてしまう。気持ちはいいのだが、少し刺激が強すぎて、待ってほしいと訴えるためにノヴァールの頭へと手を伸ばす。けれど、腕をぐっと掴んで押しつけられると、上半身はほとんど固定をされてしまった。

    ちゅうっと飾りを強く吸い上げられると、自分でも驚くくらい腰が揺れる。

    「っ、は……ぁっん……ノヴァール、さま……っ……」

    身を捩って逃げようとすると、脚の間にねじ込まれた膝がぐりぐりと敏感な秘部に押し当てられた。

    「ああっ、んっ、ふ……」

    ネクタイで縛られた腕に絡みつけるように下着をさらに持ち上げて脱がされると、隠している場所がほとんどなくなって、かっと顔が熱くなる。

    ちゅっ、ちゅっと胸の飾りや柔肉を食み、そろりと肌を撫で上げた。

    「ノヴァール、様……っ、待って……お願い、です……っ」

    訴えても、彼はまるで聞く耳を持たない。

    両の胸を唇と指先で弄ばれ、甘く声を漏らしながらのけ反ると膝に秘所を押しつけてしまい、どうにも逃げられない。

    「っぅ……んぅ……」

    執拗に胸の先端を弄られて、灼けるような熱さを感じ始めると、抗議をするよりも快感を追いかけていた。

    下腹部がじんわりと熱を帯びて、もどかしい。

    「……あの……、……」

    もっと違う場所も触ってほしい。そう言葉にできればよかったが、エルジェリーラにそこまで羞恥を捨てる勇気はなくて、もじもじと腰を揺らめかせた。そうすれば、ねじ込まれた膝に当たって、少しの快感を得られる。けれど、それに気づいたのか、ノヴァールは彼女の足を抱え、身体へと押しつけた。

    「ノヴァールさまっ……！」

    顔をあげることなく、ノヴァールは相変わらず胸元に顔を寄せて、ぷっくりと膨らんだ先端をちゅるっ、ちゅっと音を立てて吸い上げる。

    「あっ……んっ、ふ……、……き、聞いてくださっていますか……？」

    「聞いてる」

    返事はしてくれたものの、やはり触れるのは胸ばかりで、柔らかく膨らんだ乳房を揺らして、持ち上げて楽しんでいる。

    言葉を探していると、ノヴァールはちゅうっと子供のように唇を触れ合わせた。

    「口、あけて」

    頤を掴んで促されると、おずおずと口を開く。と、ぐっと舌が押し込まれて、息が止まるほど驚いた。じたばたと暴れると、宥めるように頭を撫でられ、くちゅくちゅといやらしい音を立てて舌が絡み合う。

    気持ちいい。けれど、これはどちらかといえばノヴァールの欲求を満たすだけの好意にも思える。嫌なわけではないのだが、あまり彼らしくない。

    「んっ……、ふ……」

    舌が奥で絡み合い、唾液を流し込まれて口の端から零れた。息苦しくて逃げるように顔を背けると、逃がすまいとして追いかけられて呼吸を奪われる。

    ぞくりと背筋を這い上がったのは、甘い快感だった。

    銀糸を引いて唇が離れていくと、ノヴァールは面白そうに微笑む。

    「こんなふうにされても感じるんだね」

    下着越の秘裂につっと指が沿わされた。ぐっしょりと濡れている。下着は染みになっているだろうし、膝を抱え上げられているから、ノヴァールの目にははっきりと見えているはずだ。

    顔が見る間に熱を帯びていく。

    「ノヴァール様……わたし、なにかお気に障ることをしましたか？」

    「別に、なにも」

    否定はしたが、返事があまりに素っ気ない。

    「……入れていい？」

    「えっ……？」

    ベルトを外しながら、ノヴァールがそんなことを尋ねたから、ぶんぶんと首を横に振った。

    さすがに、無理だ。

    「どうして？　私とするのは嫌？」

    「そうではなくて……怒っていらっしゃいますよね……？」

    「怒ってないって言ったけど」

    ふいと顔を背けられて、だれがそれを信じると言うのか。

    「ノヴァール様。お気に触ったなら教えてください」

    「それだけど」

    首を捻った。

    （それ……？）

    しばらく思案していると、ノヴァールはエルジェリーラの下着を取り払って、眼前で大きく脚を開かせる。

    「ノ、ノヴァール……さまっ」

    ぬるぬると指先が割れ目に沿って這い、ぐちゅぐちゅといやらしい音を立てた。

    「んぅ……んんっ……」

    肉芽をわずかに擦られると、力が抜けそうになる。

    くにくにと蜜を絡ませて刺激され、頭がぼんやりとし始めた。

    「ん、ふ……っ、ぁ……っ」

    おかしくなりそうだ。恥ずかしい場所を見られ、触られているのに、もっと触れてほしいと思うし、まだ気持ち良くなる。

    うっとりとノヴァールを見上げると、柔らかに微笑んだあと、顔を伏せて秘部に唇を寄せた。ジュッと淫猥な音がして、ようやく現状を理解する。

    「あっ……ノヴァール……さまっ……だめ……そこ、は……」

    口をつけるような場所ではない。

    足をばたつかせると、ノヴァールは膝裏を押さえつけてエルジェリーラの身体へとくっつけて、露わになる秘所を容赦なく舐め上げた。

    「あ……ああっ、んっ……」

    グプリと指先が蜜口をこじ開ける。

    「あ……っふ、ぅ……痛……」

    狭隘な中へと指がずぷ、ずぷと押し込まれ、眦まなじりから涙が零れた。ノヴァールはわずかに眉を顰ひそめたが、行為そのものをやめる気はないようで、何度か抜き差しを繰り返したあと、膣壁をぐっと押し上げる。

    「ああっ……あっ……んっ、ノヴァール、さま……あ……っ」

    「もう一本……かな」

    さらに指が増やされて、膣内が強く圧迫された。

    「はっ、あ……ぅ、……苦し……あ、んぅ……」

    よしよしと頭を撫でられ、身を摺り寄せると、縛っていたネクタイが解かれる。

    腕を伸ばしてしがみつくと、ノヴァールはそのまま彼女の身体を抱き上げてベッドへと運んだ。トサリと下ろされたあと。

    「いつまでも拗ねていると、私が子供みたいだね」

    苦笑いを浮かべ、ノヴァールは優しいキスを落とした。

    「……ノヴァール様は、なにをそんなに怒っていらっしゃるのですか……？」

    「怒ってはいないよ。拗ねてるけど」

    頭がふわふわしていて、なにがどう違うのかもわからない。

    「ノヴァールさま――」

    そっと唇に指を押し当てられた。

    「恋人と愛し合うのに、その呼び方は他人行儀で嫌だ。だからやめてくれと言っているんだよ」

    どこかで、彼は王太子なのだから、と勝手に線引きをしていたかもしれない。けれど、照れたように、恥ずかしそうにそんなことを言うノヴァールは、まるで遠い人などではなく、どこにでもいる男性そのものだった。

    ぽつりと、「あの領主のことは呼び捨てていたのに」と不満を漏らされ、ぎゅっと抱きつく。

    「……ノヴァール」

    その一言で、彼は少年のように笑う。

    「大好きだよ、エルジェリーラ」

    素肌で身体を重ね合い、ゆっくりと蜜口からノヴァールの熱が中へと押し込まれていく。

    「……っあ……ああっ……ノヴァール……」

    「大丈夫……？」

    「はい……全部、ノヴァールのものにして……」

    二度と彼を忘れてしまわないように、楔で穿たれたい。

    ぬぷ、ぐぷと押し込まれていく感覚に、目の前が真っ白になっていく。ノヴァールにしがみついて、辛うじて意識を保っていられるような状態だったが、彼が顔をしかめ、そのときようやく爪を立てていることに気づいたくらいだった。

    「ノヴァール……っ、……あ、んっぅ……」

    腰を掴まれ、最後の一息をぐっと押し込んだあと、ノヴァールはエルジェリーラを労い、顔中にキスを落とす。

    「……幸せです……とても……」

    「私もだよ。……どうにかなりそうだ」

    甘い吐息を漏らして、首筋にちゅうっと吸いつかれた。

    「君は、私のものだ。もうどこへもいかないでくれ」

    ゆるゆると腰を動かし始め、その動きは次第に大きな抽送へと変わっていく。膣壁が何度も押し広げられ、擦れるたびに刺激が快感を呼び起こした。

    「あっ、あっ……は、ぁ……ああ……っ」

    ぎゅっと指を絡めて手を握り、あらゆる場所をつないでいく。

    「ノヴァール……愛しています……」

    口づけをねだればすぐに応じられ、深く絡み合った。求めるすべてに彼は応えてくれる。

    「私も愛しているよ、エルジェリーラ」

    腰を抱き込まれ、激しく打ちつけられると、最奥から自我を壊すような感覚が襲う。快感の波は高まり、目の前でなにかが弾けた。

    「あっ……ああ……っ！」

    全身がこわばったかと思うと、びくびくと跳ね上がり、中にどくりと熱欲が吐き出される。

    呼吸もまだ整いきらないのに、ノヴァールは何度もキスを求め、やがて疲れて眠るまで、エルジェリーラもそれに精一杯応じ続けた。

    　

    　　　＊

    　

    王宮の一角、ノヴァールの執務室の前でレダとばったり会った。エルジェリーラを見るなり、思い切り顔を背けられて、少ししょんぼりとしながら執務室の扉を叩く。と――。

    「もう結構です！　お好きになさってください！」

    ダァン！　と机を叩いたあと、初老の身なりのいい男が肩を怒らせて入れ替わるように部屋から出ていった。

    「なんですか、あの臣下の態度は」

    不満を漏らしたのはレダ。

    「結婚式の話をしていたら、臣下殿はご立腹だ」

    黒い革張りの椅子に身を預け、子供のようにぐるりとひと回りさせたあと、ノヴァールはエルジェリーラににこりと微笑んだ。

    「結婚式ですか？」

    「そう。婚約の発表時期については、彼らの言い分を聞くから、結婚式は好きなところで挙げさせてくれと言ったんだ」

    そうしたら、あの憤怒の形相だったと笑いだす。

    「ノヴァール様……あまり笑い事ではないかと……王太子殿下には相応の義務があると思うのですけれど」

    「そこまで言いなりになってやる義理もないよ」

    少し不機嫌になった。

    （あ……名前……）

    ノヴァールは、エルジェリーラが癖で敬称をつけると、私的な場面では露骨に不機嫌さを見せるようになった。

    （正直、レダの前というのは恥ずかしいけれど……）

    ぱたぱたと駆け寄って、ノヴァールの手をぎゅっと握り、ゆっくり深呼吸をする。そして、

    「ノヴァールは……どこで挙げるつもりでいらっしゃるの？」

    と尋ねた。

    ノヴァールは、本当に自分より年上かなと思うくらい子供のように笑顔を咲かせて、椅子からガタリと立ち上がると、ぎゅうっとエルジェリーラを抱きしめる。

    息もできないくらいぎゅうぎゅうと抱きしめられたあと、ノヴァールはうれしそうにレダの顔を見た。

    「バクラム領の教会で挙げようかと思ってるんだ」

    「まあ……！　わたしたちの思い出の場所で執り行ってくださるんですか!?」

    求婚をされた場所。レダに救われた場所。ノヴァールと再会をした場所――。

    けれど、レダは「お断わりいたします」と不機嫌そうに言った。

    「どうしてだめなのかな」

    王族の結婚式となれば、盛大に執り行われ、領地は多大な収益を生む。レダはきっと喜ぶと思ったのだが。

    「たしかに経済的な恩恵は大きいですが、そのための準備に膨大な金と時間がかかります」

    そんな財政的な余裕はさすがにないという。

    「国からの援助は惜しまないけど？」

    「その援助が一時的なものでは、いずれ困ってしまうでしょう」

    贅沢に慣れれば人は楽をすることを覚える。恒久的な援助であれば、領民が楽をできるのだから望ましいが、結局は王太子の結婚式のためだけの援助では辺境領は潤わない、というのがレダの弁だ。

    「私はそう思わないけど」

    王太子が婚礼を挙げるような場所なら、絶大な宣伝になるはずだと、ノヴァールは反論した。

    「別に、派手な暮らしがしたいとは思っていないのです」

    華やかで大きな土地にしたいわけではない。ただ、皆が今までどおりに暮らせることが一番なのだ。

    「今回のこともあって、領内は少しざわついています。僕は、養父から受け継いだ土地をつつがなく統治したいだけなのです」

    レダの意思は変わらないように見えた。ノヴァールも、領主がどうしても拒むなら、と渋々に諦める様子を見せているが、エルジェリーラはレダに近づくと、腕をぎゅっと掴んだ。

    「レダ。わたし、どうしてもあの教会で結婚式を挙げたいわ」

    「それは……もちろん叶えられるならそうしてあげたいけど……」

    ごにょごにょと、レダは歯切れ悪く口ごもる。

    「どうしてもだめ？」

    「だめ……というほどだめではないけど……」

    それでもいい返事はしてくれない。やはりだめかなとしゅんと肩を落としていると、レダは困ったように顔を覆ってしまった。

    「もう……分かった。いいよ、あの教会を使えるように手配をするよ」

    その一言を聞いて、ノヴァールは必死で笑いを堪えていた。

    「殿下、笑わないでください」

    「ごめん。おかしくって、つい」

    なんのことかなと思って尋ねると、二人そろって「それは秘密だ」と教えてくれなかった。

    「では、殿下。日程は僕の謹慎が明けたあとで打ち合わせるということで」

    ノヴァールはあっさりと「分かった」と頷いたが、エルジェリーラは「謹慎？」と反芻する。

    「王太子殿下に剣を向けた罰でね。半年の謹慎になったんだ」

    「そんな……」

    「この国の法律だと極刑もありえたけど、殿下が取り計らってくださったんだ」

    もともと身分を偽ったのはノヴァールだったことと、エルジェリーラを保護し甲斐甲斐しく尽くしたことへの恩赦だという。

    レダがなにも悪くないことを、ノヴァールが証明をしたのだ。

    「では、バクラム卿。謹慎の間に婚礼の予定を立てておいてくれ」

    「承知いたしました」

    恭しく腰を折ったレダは、立ち去り際にエルジェリーラへと向き直り、ふわりと抱きしめた。

    「いつでも訪ねておいで。君なら歓迎をするよ、エルジェリーラ」

    「……はい。ありがとう、レダ」

    　

    そうして、レダの謹慎が明けた次のエルジェリーラの誕生日に婚約発表がされ、国中は一気に祝賀ムードとなった。

    王都での噂は国内の隅々まで届き、ひっそりと行うはずだったバクラム領での結婚式は、近隣領地からも人が押し掛けて、予定よりも盛大なものになってしまった。

    「さすがに、辺境でこの規模なら王都でのパレードはもっと盛大にしないと」と悪戯っぽくレダに言われると、ノヴァールはなぜか張り切って受けて立った。

    その理由を知ったのは、パレードの当日。

    国内だけではなく、友好国からも客を招待し、王都は人でごった返していた。

    あちこちから祝福する声がかけられ、笑顔を振りまいていると、通りの途中でレダと目が合った。

    （あ……）

    彼の隣で微笑む優しそうな女性を見つけて、レダも珍しく照れた様子でその女性に寄り添っていたから、彼らの関係はすぐに分かった。

    「バクラム卿の婚約者だそうだよ」

    「まあ……！　それは素敵ですね」

    「ちっとも会わせてくれないから招待したんだ」

    悪戯を成功させた少年のような顔をするノヴァールに、張り切ってパレードを盛大にした理由を知って、笑わずにはいられなかった。

    「わたしも、拝見できてうれしいです」

    「幸せなことはいくらでも続けばいいんだよ。ね？」

    「はい！」

    空を見上げて微笑んだあと。エルジェリーラは大空へ向けて手にしていたブーケを放り投げた。

    （ずっと幸せでありますように）

    　

    　

    　

    終

    

    　

    この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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